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肚會署學拉統計

結核豫防問題 卜其膿系

東京市療養所

岡

先年、結核 初期憂化群 ノ病理解剖學 ラ調 べテヰ

タ時、 自分 二最 モ奇異 ノ感 ラ懐 カ シメ タ ノハ、

青年、 成人 ノ初 期攣 化群 カ案 ニ相違 シテ新 シイ

事 デ アツタ｡小 見 ノ夫 レト澤 ブナキ新 ラシイ病

憂 ニ屡 々遭遇 シタ｡其 結果 ハ既ニ報告 シタ通 リ

デアルガ、 當時恰 モSchifrmannノ 研 究 ガ登 表

サ レタノデ、 之 レ ト封比 シテ ミタ｡ソ シテ掲逸

ト本邦 トノ差異 ガ豫防上 ニモ意義 ノ少 ヵラヌ事

テ記 シテ置 イタ｡

近 年、結核 ノ豫防 問題 ガ漸次 ニ分化 シテ來 タ｡

其 ノ由來 スル トコロバ、初感染 ノ駄態 ガ病理解
り

剖學的 ニ明 カニナツタノ ト、 「レン トグ ン」技術

ノ進 歩ガ早期診断 テ可能 ナ ラシメタ事 二外 ナ ラ

ナ イ｡Braeuningガ 傳 染源 ・・開姓肺結核患者

ム
ロ? 道

ラ圭要 トシ、感染 ハ咳卿 責霧 ノ滴感染 一 ヨル ト

決論 スルニ至 ツタ ノモ、其 基礎 トナ ツ テ ヰ ル

B.Lange,Krause其 他 ノ實験 ガ初期憂化群 テ

目標 トシテ行 ハ レタカ ラデアツ タ｡

人 類 ノ結核症 ヲ鳥畷 シテ、其 豫防法 ラ講 ゼム ト

スル ニ當 テハ、概念 上拉 ニ實施 上感染 ト叢 病 ト

テ分 ケテ考 フ可 キテ、嘗 テ述べ タ事 ガ アル｡近

時 「ツベルク リン・ア レルギー」 ノ研 究 ノ産物 ト

シテ、此考 ヘハ愈 々組織 ヅケ ラレ、 且具禮 的方

法 二鯛 レルニ至 ツタ｡結 核豫 防問題 ノ喧傳 ニハ

翫 二久 シイモ ノガアル｡然 シ其 内容 モ形式 モ甚

グ雑然 トシテヰテ、考 ヘ ニ組織 立 ツタ トコロガ

ナカツタ.即 、弦 ニ其膿 系 ノ綱 要 テ記 シテ大方

ノ叱正 ラ仰 ガム トスル所 以 デ アル｡

一 結核 ル感染

豫防問題 上第一 ニ明 ヵニサ レ子バナ ラヌ ノ・・、

如何 ニシテ、如何 二感染 ガ行 バ レルカ ト云 フ問

題 デ アル ガ、人類 二於 テハ 近年 掲逸 ノ リユー

ベ ヅクデ起 ツタ様 ナ不幸 ナ事件 ラ除 イテノ・、 自

然感染 ノ有様 テ如實 二見 ル ノ・・不可能 ナ ノデ、

結 局、如何 ニ感,染 ガ行 ハ レテヰルカ ト云 フ事 實

カラ逆 二考察 シテ行 ク ノ外 ハナ イ｡人 類 二於 テ

ノ・其事實 トハ初期攣 化群 ノ像 二外 ナ ラナ イ
｡初

期攣化群 ノ所 見 中年齢 ト古 サ トノ關係 ヲ除 イテ

ノ・東西全 ク相等 シイ ト云 ヘル｡フ ランス ノ學 徒

ノ間 一ハ未 ダニ結核 初感原嚢竈 ラ徽 毒性 ト解 ス

ルモ ノガ アルガ｡ド イツ學 派 二封 スルー種 ノ反

感 力、或 ハ認識 不足 ニ因 ル ノカ、余 等 ノ組 スル

能 ハザ ル トコロデアル｡

初 期攣 化群 ナルモ ノ・所 見ノ・外來 氣管枝 性病竈

デアル トー般 二解繹 サ レ、 又夫 レヨリ外 ニ解繹

ノ仕様 ガナ ィ｡動 物實験 デ ハ 前 二掲 グ タB.

Lange,Krause氏 等 ガ 實験的 ニ成功 シ、本邦

デモ清野博博士等 ノ實験 ガ アツテ、 之 ラ讃 明 シ

テヰル｡

初 期憂化群 ガ肺 ニ登 見サ レル 頻度 ガgo%以 上

アアル コ トノ、、從 來 ノ研 究者 ノ悉 クー致 スル ト

コロデ アル(Ghon ,Puhl,M.Lange,SchUr-

mann,岡 、 沓掛其他)｡而 シテ其 大部分 カ治癒

シタ駄態 デ蛋 見 サ レ
、或 ハ治 癒 二趣 カム トシテ

ヰル,唯 小見 ニ於 テノ・屡 支未 ダ治癒 セザル歌態

テ ミル｡治 癒 ノ状態 ガ年齢 ニ ヨツテ異 ル ノ・・云

フ迄 モナ ク小見、青年期等 ノ若年期 二初感 染 テ
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第 一 表 ノ ー(皮 膚 反 慮 一 ・ ルレ モ ノ)

報告者

年代

薫
1以 下

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

Pirquet
E鑑1評iGa

ngh・fer Umber Umber

1907 1907 1910 1917

BrUning

、1臨

ikDtisseld・ ・fp「 置lnik

臨抹上 臨殊上
結核一無 結核一無

Charlotten・

burg

病 院

大 嚇 昭 ・92・

%3

2

13

17

35

55

16｡5

16.6

30.2

49.0

同 左IRost㏄k

l自 家 患 家

iO-3月0.O
l3-12月5 .0

8.6
12.0

12.0

27.032.0

47.0 33.0

!

57.047.0

35.5

53.0

り

70・Oi56・O

i_一_

1-3月2.4

3-12月7.8

23.0

25.0

50.0

6.i「 一

21.4

19.2

36.0

56.0 i一
昭

1

… 一■

66.0

12.1

46.0

Vonessen

1922

K61n

學 童

49.0

76.0

Stoelzner

1923

Halle

結核救護所

5.1「

10.0

r

90.0

L6wy

1924

K61n

幼稚 園及社

會保護見童

6.2

12.昭7

10｡3

13.4

15.6

経過 スル コ トラ物 語 ツテヰル｡

斯 クテ如何 二感染 ガ行 ハ レテヰルヵ ト云 フ問題

ノ内如何 ナル臓 器 一、 如何様 ニ ト云 フ事 力病理

解剖學的 二明 カニナツテ來 タ ノデ アル｡然 シ未

ダ年齢 トノ關係 ガ残 サ レテヰテ、之 レカ豫防 上

重要 ナ疑 問 トナ リ得 ル｡

此、 如何 ナル年齢 二初感染 ガ行 バ レルカ ト云 フ

質問 二答 フ可 ク從 來小見科學 者 ハ多数 、「'ソベル

ク リン」反慮 ラ施 行 シテヰル｡結 核 二感 染 スル

コ トニ ヨツテ、1ツ ベル ク リン・ア レル ギー」 ノ

起 ル コ トニ誤 ウハナ イ｡但 シ嚴密 二之 レカ特殊

性 テ保 有 スルカ、其特殊性 テ如 何二判定 スルカ｡

此 特 殊 「ア レルギー.ガ 如何 ニ浦失 スルカ ト云 フ

三 ツ ノ問題 ガ之 レニ附随 シテ起 テ來 ル｡特 殊性

保 有 ノ嚴密 サバ、判 定 ノ方法 ニ關 係 スル所 ガ多

イ｡其 他 二罷況 ノ問題 ガアル ガ、判定方法 ノ進

歩 シタ現今 二於 テハ、豫防問題 ト云 フ様 ナ極 メ

テ大 量的 ナ取 リ扱 ヒニ際 シテハ膿質、艦況 一ヨ

ル理論上 ノ可能 性 ヵラ考 ヘ ラ レル非特殊 性 ノ誤

差 ハ甚小 ナルモ ノ ト考 ヘ テ差支 イアルマ イコ ト

ハ從 來 ノ無数 ノ實験 拉 二人艦 二於 ケル経験 ノ報

告 ガと レラ示 シテヰル｡判 定 ノ方 法 ニ就 テハ後

二述 ベルガ、 昭ア レルギー」ノ浦失｡即 陰 性轄化

ノ研究 ハ余 ノ寡 聞未 ダ之 テ知 ラナ イ｡動 物 實験

二於 テ之 ガ困難 ナ ノノ・
、通 常實験 二使用 スル動

物 ノ生命 ハ此實験 二適 スル生命 ノ永 サ テ有 シテ

ヰナ ィカラデ アツテ、 ドウ シテモ人間 デ行 ハ レ

子バナ ラナ イ｡此 問題 ニ モ 後 一 鯛 レル デアラ

ウ｡

感 染 年齢 ノ問題

此問題 パー度決定 セ ラレタ カノ観 ガ アツタ｡然

シ近年 ノ研究 ハ,從 來殆 ド誰 モガ信 ジテヰタ様

ナ、人類 ハ小見期 二結核感 染 ラ経 過 スルモ ノデ

ァル ト云 フ「テー ゼ」テ改 メナクテハ ナ ラナ クナ

ツテ來 タ｡之 ガ爲 メニ從來 ノ小 見 二於 ケル 「・ソ

・・ル クリン」反慮 ノ成績報 告 ノ大 要 テ第 一表 二
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(Pirquetu.Engel:Handb.Kindertbcヨ リ)

Redeker

1920-

1925

Mtilheim

勢 働 者 見童

Calmette

1910

Lille

勢 働 者 見 童

8.7

22.1

Schmidt

1921

Bonn

公 立 小學 校

%oI

-一 一一一'i

i

Kreissma-

nn

1922

TUbingen

村 落

16.2

25.8

43.1

55.7

53.8

27.1

80.4

20.0

Klose

}

1・922

Wittenberg

學 童

[-L

i

:

}一一一一一.一一一

就 學 時

:192016.06

119219・45

i座業時
l

l19213・67}
　 　
コ 　

lI

1

Prenzelu.

Arnold

l・925

Dortmund

學 童

1一 一

昭

Kr乞ftig

19・2;

d種rftig32.41

Mangelhaft

33.ブ

Petruschky

1908

Danzig

(幼 法)1
一 π

50.OI

「1

…

}

1

74.oi

t
l
f

Hillenberg

F

Heimbeck

1
190911930:

Springe

(Hannover)

村 落

Oslo,Norwaeg

中産階
級見童

勢働者
見 童一 一一 一 一 一 昭

1

…

7・0

[

10

1

11.0 22

一

50.011

17昭O

l

脚…

-

10.O
I

23

36

}23
昭

48

　

i髄儒
一

1332

第 一 表 ノニ(経 皮 反 磨 一膏 一 ニ ヨルレモ ノ)(一 ニ同 ジ)

報告者

年 代

ゼ 場所
齢 ＼ 、

Moro

1918

Morou.

Volkmar Kiefer Simon Vogt Aschenheim

1918 1927 1929 1923 i
MUnchen

大 學 小 見科

同
自
左
家

Kulkinder

勢 働 者 匠域

lOldenburg

村 落
ト

lMagdebu,g

l學 童

1924

Romscheid

學 童

1以 下1%10.0 ,
11

2 ..」

31

4

5

(li

71
『 ㎜ 一一}

8i

gl
101

26.(♪

35.0

41.0

40.0

t

l

l

昭昭.-1

14.0

-」

}
28・6i

♂30.7
昭♀29.5 20.9

1

一1

22.1

♂41.;づ

皐48.7
O
」●
ρ00」

「12「

11

[12

一13

再

130.O

l32.2

-130・3

1-i至9「 互}-i

l29.7

57.0

133.3●160'∵(田 鶉 童)二

一一一昭

』00幽

唱

ー

ー

昭

1

昭一
I

I

I
I
I

㎝

沿

15 t
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第 一 表 ノ三(皮 内及 皮 下 反磨 ニ ヨルレモ ノ)(一 ニ 同 ジ)

報鵠 惣 囎二際N・thmann lH・ 仔a
lSander
9

Barchetti 10pitz l
Hilgersu・

Gentzen

年 代 1・9・9■ ・9・・
1919-1922 1921 1917-1921

一

1927
1・92・

場所及
方

年 法
齢 ＼

〔}一 一山 一『

1以 下

Wien.

病 院

(刺)

D廿sseldorf

(皮 内)

Barmen

病 院

(皮 内 及 刺)

Dortmund

病 院

(皮 内)

Graz

外 來(都 會 見)

(刺 、1竜)

Berlin,

Charite

中 産 階 級 見

K6nigsberg

(皮 下)
一 一

111
11

25.7

1

9.6 0.0 15.5}
}

:11
1111

5.6 6.0†

2}9.o
26.5

i

l
13

}

1

27.ol
l47 .0

18.18 17.0
4

37.5

1

5

}
1

・1

】39.91

18.18 30.0
6

51.0:

56.Ol

一一一

2S.6

呼

51.1!
{80.0
昭

71

I

i

l

l

一一一一

24.97
旨

ll I
8

し

1

71.0170,050.5

旨

1
1
1

9 1
34,561}

37.0

3!
10

I
l
l

I

l8、.5卜 59.1 1一

111

●

63.1
S4.5

}1

1

i
I

i

12

l

l
94.OI

l

昭

42.4
13

48.20

l
l58

.Ol
{
i
}

14

15 11 1

第 一 表 ノ 四(Fenger&Matill:Am.Rev｡Tb.Vol.21ヨ リ)

報告者 Arn行nsen
F廿rstneru.

Risselada
Ferguson Slater

I

MyeTS
Hetherin・

gton
Chadwick
;1

Fengeru.

Mattil1

璽

G6tzl

_一 一 『-

1925-

1929年 代 1919 1921 1922 1924 19271927 1929 1930

一

＼ 揚及

寧所喜
齢

Norway
Trouhjam

(Pirquet)

Hague
Holland

(Pirquet)

Saskat-

chρwan

(Pirquet)

Minnesota

村 落

(Phquet)

Minneapo・

1is

(Pirquet)

Pbiladel・

phia

(Mantoux)1 昭

Massachu・

setts

(Pirquet)

Minnesota

學 童

(Pirquet)

Wien

不 衛 生

匪 域

(Pirquet)

6 % 20 44・4110120・8【45・8 20.2 13.3 28.6

7 24.1.20

一l

l6i27
.453.1

06)6》
」日」」.∠ 」 7.7 38.4

●

8
126.9}28 10 38.9 68.3 23.9 9.5 41.8

9 34.7 32 111 41.1 67.0 24.4 10.9 42.8

10 37.7 431111
1

50.6 72.9 27.4!10.2 45.2

11 39.9 30}19 50.0 75.7 28.6 9.9 50.8

12 46.6i41}112 1
11

1

59.7183.5 30.4 9.4 51.2

13 47.8150
昭

1]2
3 58.4 83.1 34.4

ト

6.6 53.2

齢14 51.71
1 160・gi】3}69・5}89・5

33.3111.6
)

52.7

15i 6・・611…7磨 ・・6 93.2 34・6i 6.9

1全人数
5,568i】,505i】,346… ユ,654 2,118 1,851 41.16gI

I

2,725 4,315

全(+)% 37.727.1昭56.6110.31-47.417i.7 28,619.6 44.3
一 幽
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纏 メ テ其概観 ヲ覗 ウつ トースル｡

表 ニ就 テ知 リ得 ルガ如 ク、我 々 ガ

r人類 ハ小見期 ニ 結核感 染 テ経 過

スル』 ト漠 然 ト信 ジテヰ タ根嫁 ハ

極 メテ薄弱 デアル｡從 來 モ サウデ

ァ・ソタ様 二、現 在 二於 テモ結核感

染 ヲ知 リ得 ル唯一 ノ方法 ハ 『ツベ

ル クリン・ア レル ギー』デ アル｡又

嘗 テ小見期感染 ノ考 ヘ ヲ醤學者 二

植 エ ツケタモ ノノ、「ツベル ク リン」

反 雁 ノ成績 デ アツタ

第 一表一乃至四 二41ノ 敏米 ノ報

告 ラ列 べテ ミタ.其 内10歳 以 上 ニ

モ百分傘 ノ出 テヰル ノガ35ア ル｡

即 小見期 ヲ終 ル頃 ノ威績 テ之 レニ

依 テ知 ル コ トガ 出來 ル｡第1位 ノ

撒字 ラ4捨5入 シテ、大略之 レテ

各10%デ 分 ケテ ミル ト、90%附

近 、或 ハ之 レ以上 ノ報 告 ノ・3、80

%附 近4、70%附 近3、 自P70%附 近

以上 ノ感染率 ヲ示 シテヰル ノノ・10

報 告 デ アル｡90%附 近 ノ成績 ヲ出

シテヰル ノノ・北 米台衆國 ブ イラデ

ルフ イア市 ノ術 生駄 態不良 ナル地

域 ノ小見 ヵ、然 ラズ ンバ ウ イー ン

市 ノ兼 院、 ノ・レ市 ノ救護所 ニ於 ケ

ル威績 デ ア ル｡又70-80%ノ 成

績 ノ何 レモ祁 當 ノ大都會 ノ見童 デ

ア ル｡

次 ギニ60タ6附 近 ノ報 告9、50%

附 近8、40%附 近2、40%以 下

10%附 近 ノモ ノ6、 即%報 告 ニ於

テノ・60%以 下 デア リ、 全35報 告

中16、 即 約牛撒 近 イ撒 ガ50%以

下 ノ威績 ヲ示 シテヰル｡之 ヲ以 テ

ミテモ人類 ノ大 多撒 ・・小見期 ニ結

核感染 ラ経 過 スル ト云 フ考 ヘガ全

然誤 リデ ァツテ、大都會 ノ不術生

的 ナ或 ル優域 ノ人類 ノ云 々 ト訂正
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サ レサ ケレバ ナ ラナ イ事 ガ ワカルデ アラウ｡都

會 生活 テ シテヰル人 間 ハ人類 ノー部分 二過 ギナ

イ｡特 ニ本邦 ニ於 テ左様 デアル｡

本 邦 ニ於 ケル小 見 ノ「ツベ ル クリン」反慮 ノ成績

報告 中余 ノ知 リ得 タモ ノテ第一表 ノ五 一掲 ゲテ

ミタ｡之 二於 テモ60%テ 超 ヘルモ ノハ 三報 告

ニ過 ギナ イ｡最 近 ノ岩崎氏 ノ報 告ハ大阪市 二於

ケル衛生獣態 ノ良 カラザル旺域 ニ於 ケル學 童 二

於 テ漸 ク60.9%ノ 陽 性率 テ得 タニ過 ギナ イ｡之

テ薔來 ノ考 へ方 ヵ ラ観 ル ト意外 デアル ニ相違 ナ

イガ、余 ハ之 レガ本當 デア ラウ ト思 ツテヰル｡

坂 井、齋藤 雨氏 ノ研 究 ノ頃 ハ24時 間 ノ反慮 デ判

第

定 スル例 ニナ ツテヰル ガ、其後 ノ研 究 ハ+8時 間

ラ以 テ判 定時 ト 人ル コ トニナ ツテヰル｡雨 氏 モ

亦伊東氏 ノ成績 ト比較 ノ爲 メ5粍 以 上 ラ陽性 ト

セバ、 ト云 フ假 定 ノ下 一 同一材 料中小學 六年

級 ノ生 徒 二就 テ 百分率 ラ掲 ゲテヰル｡京 都市

242名 中5粍 以上48.35%、 島根、III口 雨 縣境

98名 中2.04%ト 云 フ 少撒 二降下 スル｡余 ハ寧

ロ此後者 ノ数字 二組 スルモ ノデアル｡其 理由 ハ

從來 ノ極 メテ移 タ ・"シ{「'ソペル ク リン」反 慮 ノ

研 究報 告 二譲 リー 々コ ・デ 述 ベ ルコ トラ 止 メ

ルレo

之 ラ病理解剖學上カラミタ初期慶化詳 ノ研究成

表

報 告 者 岡(東 京 地 方) 沓 掛(新 潟 地 方)

＼ 病攣

讐齢＼＼
0-14

乾 酪 化
%

白 象 化
%
石 灰 化
%
乾 酪 化1白 垂 化
%1%

石 灰 化
%

[

157,1コ8.5114.3 7う.00 25.00
一

〇

15-2555.229.0{15・8
,

40.OO 50.00 ・10.00嘔

26-50}21・8116・4 62.0 6.90 58.62 34.48

51以 上1】6.13.2180.5 10.71 39.29 50.00

幸晧 司 岡(棘 齢 杏 掛(新 潟 地 方)

1

古 キ 乾酪攣性乾酪化 石
乾酪化 石 灰 化

S・hU…nnG墓
e,d濫)

鼻藷 乾酬 蝋 硯 化1乾 酪化 白艇化 石灰化

0-18:63.022.2 14.8125.00 12.50 62.50 052.0020.00 26.00

19-3046,135.9 ・7.9 、「3・.43 8.70 47.83 13・0引19・6913・33 65.58

31-50」2・2三 ・3 80.5i5.71 22.86 40.00 31.43113,688.03
:

76.92

51以 上116.「3.2 80,7i・ 13.0 40.0 46.6i4.1511.96 87.77
1

績 二照 シ テ ミ ル ー(第 二表参 照 、 ドイツニ於

テSchUrmann氏 ガー千禮 ノ剖検 例 ノ詳細 ナ研

究 二依 ル ト治癒 シタ 初期髪 化群 ガ19-30歳 間

デ65%見 出 サ レテヰル｡之 ハ 小見期 ノ感染 デ

アル ト考ヘ ル ノガ至當 デアラウ｡然 ルニー方、

此年齢 二於 テ 未 グ 治癒 セザル 乾酪憂性例 ガ約

20%見 出 サ レテヰル｡之 ハ ドイツ ノドレスデン

地方 二於 テモ20歳 毫 二於 テ 約5分 ノ1ノ 人間

力初 ノテ結核 ニ感染 スル事 テ謹採立 テ ・ヰル ノ
●

デアル｡本 邦 ニ於 テハ如何 デアルカ｡沓 掛氏 ノ

研究 ハ新潟 醤科大學 ノ病理學教室 デ行 ハ レタ ノ

デ アルカラ、 同地 方 ノ感染拉 二病攣 ノ}伏況 テ示

スモ ノト考一 テ差支 ヘナ イ｡驚 ク可 キ コ トーハ

26一 か 歳間 二於 テ 治癒 シタ初期憂化群 ガ35%

附 近 デアル｡東 大病 理學教室 デ調 べタ余 ノ成績

デハ62%デ アル｡之 レハ 地 か的結 核蔓 延i状態

ノ差 デ アル 三歩ヘ ラレル｡新 ラシ イ感染 ノ方 カ

ラ観 ル ト東京地方 デハ 小見期 ト15-25歳 間 ト

ガ殆 ド其百分傘 ガ等 シク、]・s〈歳、30歳 デ旺切

ツテ ミテモ19-30歳 間 一一見 ラレル 初期攣化群

ノ46%2P約 牛 数近 クガ新 ラシ4モ ノデアル
｡白

皇 化 ト云 フ状態 ハ乾酷憂性 ガ結締織 デ包マ レ治

癒 二向 フ ト徐 々 二内部 ノ攣性竈 二石灰 ガ沈 筈 シ

テ來 ル｡ソ シテボロボロナ白票 ノ様 ナ状態 トナ
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ル｡更 ニ時 ガタツ ト石灰化或 ハ石化 ト云 ノ・レル

トコロノ刀 ラ以 テモ切 ルコ トノ出來 ヌ石 ノ様 ナ

硬 サニ達 スル｡即 其 中間 ノ肱態 ニアルモ ノデア

ツテ、大盟2-6年 位 ノ間 一アルモ ノト考 ヘ ラ

レル、永 クモ10年 テ 出 ナ イデアラウ｡斯 様 ナ

白垂化 ノ1伏態 ガ 新潟地方 デハ26-50歳 間 二60

%近 ク 見出 サ レテヰル｡即 此 地方 デノ・25歳 以

上 ノ人間 ノ牛撒 以上 ガ、 夫 レ迄 ニ結核感染 テ経

過 シテヰナ イコ トラ語 ル ノデ アル、之 ヲ東京地

方 デ観察 スルニ25歳 テ境 トシテ ミル ト26-50

歳 間 二新 ラシイ乾酪 化 ト梢 ヒ治 リツ ・アル白墓

化 トテ合 セテ凡40%ト 云 フ敷字 一ナルガ、30

歳 ラ境 トスル ト、31-50歳 間 ニ、 之 ガ20%、

即約 牛減 スル｡其 差ノ・25-30歳 間 ノ所見 テ代

表 スル｡ツ マ リ2ろ歳迄 二感染 シナカツタ人間

力30歳 迄 ノ間 ニ 可成多撒感染 スルコ トラ 示 シ

テヰル｡

病 理解 剖學 ガ教 ヘル トコ ロノ此感染駄態 テ裏1咋

キ シテヰル ノハ青年、 成人 ニ於 ケル 「ツベ ・レク

リン」反慮 ノ成績 デ アル｡

Heimnbeck氏 ガ ノール ウエー ノ首府 オスロー

(人 口約25萬)ブ 調 査 シタ成績(第 三表)デ 衛 生

ノ行 キ 届 ヵナ イ勢働者嘔域 ニ於 テハ18-21歳

デ85%陽 性 テ示 シテヰルガ、此同 ジ%ニ 中産 階

段 デ・・27-3q歳 ニ シテ初 メテ達 シテヰル｡本

表 ハ第一表 ノー ノ最終欄 ノ績 キデアツテ小 見期

一ノ・50%ニ シカ及 ンデヰナ ィ ノテ ミル ト青年

期、 即家庭 テ離 レテ杜會 二出 ルニ至 テ如何 二速

カニ感染 ガ行 バ レル カテ説明 シテヰル｡

本 邦 ニ於 テハ昭和5年 貴 島定和、 舳松達一雨氏

ガス阪署科大學 ノ看護蹄 ニ就 テ検索 サ レタ トコ

ロニ ヨル ト、新 タ ー入 ツタモ ノ ・(15-19歳)

マ ンツー氏反磨陽性 ハ34%(47名)デ アル ノニ

1年 牛後 一ノ・73%〈63名)、3年 後 ニノ・93・8%

(32名)ト ナツテヰル｡勿 論是等 ノ看護婦 ノ、感染

時虹 ニ其後 ト健康 デアツテ、何 時感染 シタカテ

ト知 ラズ ニ過 シ、治癒 ニ趣 キ'ソ ・アルモ ノデア

ラウ｡

第 三表 テ観 ルニ小林議雄 氏 ノ研究虹 二調査 ニ ヨ
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ル ト、我海軍 ニ於 テハ新 タニ軍務 一=入ル20歳 以

下 ノ人 々 ノ牛数 以上ハ未 ダ感染 テ経過 シテヰナ

イ｡中 學 校 テ卒業 シテ海軍兵學校或 ハ海軍輕 哩

學校 二入學 スルモノ ・陽性傘 ハ50-60%ニ スギ

ナ イ(16-21歳)｡是 等 ノ人 々ハ入除後漸次 二感

染 ラ経過 スル｡本 邦 ニ於 テハー般杜會 ノ 「ツベ

ル クリン」反 慮 ノ年齢 ニ ヨル移動 状態 ガ少 シモ

調 べテナ イカラ軍隊 トー般肚 會 ト比較 スルコ ト

ガ出來 ナ{ガ 、 恐 ラ クー般 耐會 二於 テモ同様 ナ

経 過 テ示 入コ トデ アラウ｡栗 京某 工場 從業 員

(同表)二 於 テハ海軍 ノ成績 ト大禮 同様 ナ感染 率 ●

ラ示 シテ 牛ル｡小 休義雄氏 ガ海軍水路 祁員(軍

入二非 ズ)二 就 テ調 ベタ トコロデハ男子391名

く1ゐ一50歳)中 マ ンツー陽性92.2髪 、 女子44名

(]5-25歳)中+7.7%デ アル｡

又陸軍 二於 テハ 後藤 清氏(大 正15年 、ガ歩兵第

73窮 糸除 二於・テ研 究 シタ「ツペ ルク リン」反慮(ピ

ルv7"一一氏鷹)ノ 成績 ニ ヨル ト初 年兵1顎 三

年兵69%、 下 士79%(全9:)IIM中39.7%)陽

性 デアツタ.聞 ク トコローヨル ト歩兵第46聯

陰 デ・・15%、 小 川 勇氏36.8%、 脇 田 香 吉 氏

40.8%ト 云 フ陽性卒 テ 陸軍 デ ミラレタサウデ

アル｡然 シ此 最後 ノ三 者ハ報 告 ラ見 タ ノデナ イ

カラ詳細 ノ事 ハ ワカラナ イ｡

M.Arborelius氏 ハ スウエー デン ノ陸軍兵員 二

入除時｡結 核感,染状態 テ 「'ソ・ごル ク リン」反慮

(マ ンツー氏法)デ 調ベ タ トコロニヨル ト、兵役

義 務者(20-22歳)二 於 テハ邸 會人(首 府 ス トヅ

クホルム…テ生育)陽 性97.4%G34名 中ルニ封

シ、地方人65.7%(1093名 中)デ ア リ、志願兵

(17-・20歳)二 方全テハ9バ.8%(19名 中)ト ・52.8

%(2-16名 中)ト デアツタ｡而 シテ 全員3288名

中陰性者813名(11・7%}子 護 見 シタ｡

是 等 ノ事實 ハ何 ヲ我 々二物 語 ツテヰル ノカ、第

一 二結核感染 ト云 フコ トハ
、 我々 ガ想像 シテヰ

タ程、頻繁 二行 ハ レテ 牛ルモ ノデ・・ナ イト云 フ

コ トデアル｡從 テ感染機會 ハ多 クテモ(路 上 ノ

結核菌保有喀疾 ノ多 サ、交 通車内、 劇揚其他 二

於 テ結核患者 ・二接 スル頻度 ノ想像)感 染 ハ簡 胆

容 易_ハ 起 ラナ イモ ノデ アル ト云 フ、我 々 ノ從

來 ノ常識 ニ反 スル ヵ ノ如 キ事情 ラ語 ツテ呉 レテ

ヰル｡第 ニ ニ青年、成人 ニモ可成多 ク ノ未感 染

者 ガ残 ヅテ ヰテ、 是等 ノ人 々ハ、漸次 ニ感染 ヲ

得 テ行 クモ ノデアル｡時 トシテハ老年 二於 テモ

初感染 ガ起 リ得 ル ノデアル｡余 ハ70歳 以 上 ノ

人 ニ新鮮 ナ初期攣 化群 ト小見結核 二見 ル ト同 ジ

肺結核症 ラ剖検 シタ事ガ アル｡

「ツベル クリン」反慮 ニ ヨツテ結核感染 ノ問題 テ

取扱 フニ當 ツテニ ・ソノ疑甥 ガ起 ツテ來 ルデアラ

ウ｡ソ レハ結核 二感染 シテモ「ツ〈ごル クリン」反

慮 ノ陽性 ニナラヌモ ノガア リハ セ ヌカ、 ト云 フ

コ ト ・、一度陽 性 ニナツテモ治癒 スルニ及 ンデ

再 ビ陰性 二蹄 リハ セ ヌカ、帥陰性輔化 ト云 フコ

トガア リハ セ ヌカ、ト云 フ疑 ヒデ アル｡前 者 二封

シテハ從來移 多 ナ研究 ガア リ、 「ツベ ルク リン」

ノ種類、方法等 二就 テ ノ知 見 ハ理論 上 カ ラハ陽

性 トナル可 キデアルガ、 方法 ノ如 何 ニ ヨツテ或

バー部陰性 トシテ現 バ レルカモ知 レナイ ト云 フ

結論 ニナル｡然 シ現 今 ノ進 ンダ方法 デハ假 リニ

陰性 トシテ見逃 ガサ レルモ ノカアツタ トシテモ

夫 レハ極 メテ少数 デアツテ、一國 ノ豫 防問題 ト

云 フ大敷 ノ取扱 ヒ ヒカ ラハ殆 ド問題 硯 スルニ足

リナ イ誤差 デ アル｡又 第ニ ノ陰 性韓化 ト云 フ事

實 ノ報告 二余 ハ未 ダ接 シナイ ノデ之 テ明 カニ仕

難{ガ 、從 來陰 性轄 化 ノ研 究 ラ目的 トセザル場

合 二見出 サ レタモ ノガ無 イデハ ナ イ｡即 「レン

トゲ ン」 デ明 カニ石灰化 シタ初期攣 化群 テ謹明

シ得 ナガ ラ、「ッベル クリン」陰性 ナ場合 デ アル｡

余 ハ昨年 ノ夏｡結 核 豫防 協會 ノ依頼 デ其 夏期 聚

落見 竜百名 ノ結核 調査 テ同僚佐 々虎 雄博士 ト共

二行 ツタ｡人 員ハ僅 ヵ二百名 デ年齢 ハ9-15歳

(大部分10-11歳1デ アツタ｡蕎 「ツ〈ごル ク リン」

二千倍0.1デ マ ンツー氏反庭iラ行 ツタ｡陽 性傘

ハ 討%デ アツタ｡其 全部 テ 「レン トゲ ン」撮影

デ診 タガ、10名 明 カナ石灰 化初期憂化群 テ見出

シタn此10名 ノ中9名 ハ陽性 デ アツタガ、1名

グケ全 然無反 慮 ノ者 ガアツタ｡之 ハ本 常 ノ陰性

輔 化 デァルカ、或 ハ「ツ・ごル クリン」量 ノ不 足 二
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原 因 シタカ、其後之 テ追 フコ トガ出來 ナ イノデ

不明 二終 ツテヰル ガ、 サ ウ云 フ場合 モ ァル コ ト

ガ諾 カ レル｡此 百名 デハ陽性 ノモ ノハ何 レモ10

粍 以上 ノ著明 ナ反慮 ラ呈 シ、陰性 ハ皆、全 ク無

反癒 デアツテ其間 ニ少 シ ノ移行型 カナ ク判定 ハ

判然 トシテヰタ｡此 場合 石灰化初期憂化群所有

者 ニ陰性(ハ ラ見 タ ト云 フコ トヨ リ、其 殆 ン ド

全部 ニ近 イモ ノガ依然 明瞭 ナ陽性反慮 テ呈 スル

ト云 フコ トニ著 目セザル ヲ得 ナ ィ｡陰 性軸化 ハ

之 レモ少 イモ ノデア ラウ ト考 ヘ ラレル コ トハ尼

子 富士郎 氏 ガ浴風園 デ調査 シタ トコロニ ヨル ト

60-80歳 窒 ノ高齢 者429名 中 「ッベ ル クリン

陽性者91・8%デ アツテ、陰 性 デアツタ22名 中

ヨ8名 ハ病者 デア リ、其13名 ハ牛年後 一ハ死亡

テヰル｡即 此場合 ノ陰性轄化 ハnegativeaner・

gie若 クハ皮膚 ノ高度 ナ萎縮 二起 因 スルモ ノト

考 ヘザルテ得 ナ イ｡若 シ陰 性轄 化ガ多 イモ ノデ

アルナ ラバ、肚會 カ ラ遠 ザ カ リ、再 感染 ノ機 會

ノ少 クナツテ 中ル高齢 者 ニハモツ ト陰 性者 ガ多

クテ然 ル可 キダ ト髪ヘ ラレル｡

故 ニ「ツベル ク リン」反 態 ニ ヨツテ結 核感 染テ決

定 スル場 合 二、陰性轄 化 ニ ヨツテ生 ズル誤 差 ハ

少 イモ ノト考 ヘ テ ヨイ｡

斯 クシテ小 見期 ニ感 染 テ経過 スル ト云 フ漫然 ト

シタ考 へ方 ハ其根稼 ラ失 ヒ、我 々ハ青年及成年

初期 ノ者 ラ直 チニ飢感染者 トシテ取扱 フコ トガ

出來 ナ クナツタ｡

二、結 核 月感 染 卜登病 卜

結核症 ノ登病 ガ17-18歳 ヵ ラ24、5歳 ノ間 二最

モ多 イコ トハ、 スペ テ ノ統 計 ノー致 スル トコロ

デ ア'ソテ贅 言 テ要 シナイ、小見 ニ結核症 ノ多 イ

コ トハ、小見科 醤諸氏 ノ等 シク認 メル トコロデ

アルガ、ドノ位 ノ割合 カ ト云 フ事 ハ不明 デアルレ｡

其 原因 ハ小 見 ガ喀疾 テ出 サヌコ ト｡結 核 症 ノ活

働性診断 ガ適確 ニ出來 ヌコ ト(「 ツベル ク リン」

反慮 ハ感染 ノ有無 テ明 カニスル ガ、禮 内 デ結核

症 ガ活働 性デ アルカ ドウカ ト云 フコ トハ示 シテ

呉 レナ イ｡補 膿結合反慮 モ使ハ レテハヰルカ、

ドノ程度 ニ活働性 テ現 ハ スモ ノカ、余 等 ニハワ

カ ラナイ｡少 ク トモ 急性粟粒結核症 二於 テ ハ

屡 支陰性 デアルガ故 二、該 症 ノ多 イ小 見期 ニハ

活働 性診断法 トシテ贋値 ノ少 イモ ノデア ラウ)｡

「レン トゲ ン」診断 ノ行 バ レル機會 ノ少 イコ ト
｡

剖 検 ノ甚 グ乏 シイコ ト等 ニアル｡然 シ從 來 ノ病

理 解剖學 ノ経験 ハ小見結核症 トシテハ急性粟粒

結核症 ガ甚 ダ多 ク、所謂結 核性H&C膜 炎 ナルモ ノ

ノ大絡分 ガ夫 レデア リ、 又一般 二「小見結 核」ト

云 フ言葉 モアル様 二、小見 ノ肺結核症 ハ其殆 ン

ド全部 ガ滲 出 ノ比較的急速 二獲 マル乾酪性氣管

枝 肺炎 デアル コ トデアル｡又 小見期 ノ終 リ頃 カ

ラ青年期、本邦 デハ成年 初期 二迄亙 ツテ乾酪 性

漿膜霧 ガ多イ｡是 等 ノ病症 ノ剖検所 見ハ、常 ニ

是等 ガ初期攣 化群 カ ラ引 キ績 イテ起 ツテ來 タモ

ノデアルコ トラ首肯 セシ メル｡古 クハKUssノ

記 載 二明 カニ此事實 ガ記 サ レテア リ、Ghonガ

之 レラ追試 シタ研究 ハ 盆 、夫 レラ確読 シテヰ

ル｡即 初感原 獲竈 カラ管 内性肺 内轄移 トシテ旗

マルカ、然 ラズンバ初 期憂 化群 ノ淋巴腺竈 ノ病

攣 ガ高度 デ アツテ、 血行性 二籏 マ リ、或 ハ時 ト

シテ氣管枝 二破 レテ管内性 ニ旗大 スル｡其 詳細

テ弦 二述 ベル ノハ止 メルガ、小見結核症 ノ大 部

分 力初感染 カラ引 キ績 イテ嚢病 スルモ ノデァル

「 トラ認 メヌワケニ行 カナイ
｡

我 々ハ人類 ノ大 部分 ガ小見期 二結核 感染 テ経過

スル ト云 フ、 上 二 其誤 リデアル コ トテ 述 べ タ

1テー ぜ
一カラ、青 年期 以後 ノ結核 症 テ以 テ再感

染 デ ァル ト解繹 シテ來 タ｡將 シテ左様 デアラウ

カ｡

上 ニ掲 ゲ タ表 テ見 テモ明 カデアル様 ニ、青年期

二於 ケル感染頻度 ハ小 見期 ト大 差ガナ イ
｡都 會

以 外 二於 テハ成年初 明ニ於 テモ同様 デ アル｡要

入ルニ此預度 ナルモ ノハ簿染 源 トノ接 燭 ノ頻 度

ト歩凋 テ合 セルモ ノデ アル カ ラ、 都 會 ト錐 モ傳

染 原 ガ遠 ザ ヵツテ 牛ル場合 ニハ成人期 ニ至 テ初
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感染 ノ頻登 スル場合 ガアツテモ敢 テ異 トスルニ

足 リナ ィ｡"小 見期 二於 ケル初感染 ト登病 トノ割

合 ト青年乃至成人期 二於 ケル初感染 ト登病 トノ

割合 トヲ我 々ハ比較 シテ ミル必要 ガ ア リハ スマ

イカ、"余 ハ遺憾 ナ ガラ其資料 テ全然持 ツテヰ

ナ イ｡然 シ次 ノ様 ナ事實 ノ・、 青年期 ト成人 初期

ニ於 ケル登病 ガ、從來考 ヘ テヰ タ ヨリモ追 カニ

初 感染 二引 キ綾 イテ起 ル コ トノ多 カラウ ト云 フ

コ トテ考 ヘ シメル｡

結 核屍 ノ剖検 二際 シテ見 ラ レル初期痩化群 ハ、

成人初期迄 ハ乾酪攣性 デアル コ トカ多 イ｡若 シ

再感染登病 テ主 トスル ナ ラバ、 治癒 シタ石灰化

初期慶化群 ガ、 ヨリ多 ク登 見 サ レ子バ ナ ラヌ筈

デアル｡從 來 ノ動物實験 ノ・結核症 ノ免疫駄態 ハ

所謂RelativeoderInfekticns-lmmunitst(比

較 的、或 ハ感染免疫)デ アル ト解稗 シナケ レバ

ナ ラヌ事實 ノミテ示 シテヰル｡即 感染 ガ起 ラ干

バ免疫現象 ガ現 ハ レズ、治癒 スル ト免疫力 ガ薄

ラギ或 ノ・消失 スル ト云 フ見解 デアル｡

我 々ハ掲逸 ニ比 シデ ツベル クリン」陽性傘 ガ年

齢的 二遅 レテヰル本邦 ノ剖検 ニ際 シテ、 青年期

及 ビ成人初期 二於 テ、小見結核症 ノ特徴 デアル

カ ノ様 ニ考ヘ ラレテヰル乾酪性肺 炎、乾酪性氣

管枝 肺炎、急性全身性粟粒結核症、漿膜疹 二展 支

遭遇 スル｡自P所 謂 ランケ氏第二期結核症｡或 ハ

滲 出性結核症 ガ、 之モ亦年齢的 ニ遅 レテヰル ノ

ニ氣 ガ付 ク｡之 レハSchUrmann,Blumenberg

氏 等 ノ報 告 ト余 ノ結核第9巻 第11號 ノ記載 ト

ヲ比較 サ レタ イ｡叉 今迄 二報告 サ レタ各大學病

理學 教室 ノ剖 検統 計 テ滲 照 サ レタ イ｡

狢 モ ウー ツ ノ事實、 ソレハ 小林義 雄氏 トM.

Arborelius氏 トノ最近 ノ業績 デ アル｡此 二業

績 ハ結核豫防問題 ハ勿論 ノコ ト、結核症 ノ病理

學 上、 大 ナル牧獲 デアル ト思 フ｡

雨 氏 ノ業績 ハ小見 ニ於 テEngel氏 等 ガ記 シテ

ヰタ初朔 攣化群 ト漁性肋膜 炎 トノ關係 テ、 成人

初期 二謹 明 シタ.又 今迄全 ク不明 デアツタ初 感

染時 ノ臨躰、即病理解剖學的 ニ ノミ知 ラ レテヰ

タ新 ラシイ初期攣化群 ノ臨 躰 ガアル程度迄 ワカ

ツテ來 タ ノデアル｡「 ツベル ク リン山ノ陽性轄 化

テ根氣 ヨク追 ハ ヌ限 リ、此 問題 ニハ曙 光 ガ見 ラ

レナ ヵッタ デァラゥ｡Arborelius氏 ハ 陽性轄

化後四 ケ月以 内二大部分 ノ漁性肋膜 炎 ガ起 ル コ

トヲ知 リ、 小林氏 ハ夏 ニ毎 月 「ツベル ク リン・ア

レルギー」ヲ追 ウテ、大禮 陽轄後80-90日 ニ肋

膜 炎ヲ起 シテ來 ル コ トテ明 力∴ シタ.此 漁 性肋

膜 炎 ハ從來青年 ノ肺結核 症 ノ先騒 トシテ臨 躰家

二知 ラレテヰ タ所 謂特 登性肋膜 炎 デアル｡此 特

登 性肋膜 炎ナルモ ノハ、 小林氏 ノ業績 二多年 知

ラレテ來 タ臨躰的事項 力籔 へ上ゲ ラレキヰル通

リ、何 力初 感染 ト青年 ノ肺結核症 トニ介在 スル

モ ノニチカ ヒナ イ ト思 ハ シ メ テ ヰ タノテアル

ガ、扱 テ如何 ナル關係 ニ アル カ ト云 フ段 ニナツ

テ、 實 二隔離掻 痒 ノ感 ガ アルノデ アツタ｡其 縫

レタ綜 テ解 ク緒 ガ見出 サ レタ ノデ アル｡ス ツカ

リ解 キ終 ル迄 ニハ之 レカ ラ未 ダ多 クノ研 究 ラ要

スル ノデ アルガ、其緒 が見出 サ レタコ トハ欣 ビ

ニ堪 ヘ ナ イ｡夏 ニ進 ンデ、 之 レガ初期攣化 群 ノ

結核性病竈 ノ周 園 二起 ル非特殊 性周局炎 カ ラ如

何 ニ シテ起 ルカ、或 ハ金非徳 五郎 氏 ノ言 ノ如 ク

神経性攣調 カ ラ起 ルカ、夫 レハ恰 モ結核 炎症 論

二於 テ病理解剖學 ノ立場 二居 ル 且Ubschmann

トRicker/Relationspathologieノ 流 レテ汲

ムBlumenbergト ノ論雫 ノ如 キ観 ガアル｡是

等 ハ本文 ノ論外 デアル｡

豫 防 問題 二立 ツテ此二業績 ラ通覧 シテ、 見逃 ス

コ トノ出來 ナィノハ、 初感染後一定期 間後 二肋

膜 炎 ラ起 ス恐 レノアル コ ト、肋膜 炎 テ起 ス ト否

トニ カ ・ハ ラズ、 初期 痩化群 ノ炎症 ガアル程度

ニ進 ンデ 來 ル ト赤 血球沈 降速度 ガ増 加 スル コ

ト、 「ツベ ル クリン」反慮陽轄後注意深 ク 「レン

トゲ ン」診断、赤 血球沈 降速度、・禮温 等 ヲ観 察

シテ行 クト、肺又 ハ肺 門淋巴腺結核症 テ速 カニ

登 見 シ、或 ハ未前 ニ叢病 テ防 ギ、或 ハ最早期 二

治療 ヲ昭行 ツテ、肺結核症患者 トシテ ノ悲 シム可

キ蓮 命 テ救 フ可能性 ノアル コ トデアル｡我 々ハ

之 レ以上速 カニ結核症 テ螢 昆 スル コ トハ不可能

デア ラウ｡
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又臨躰家ハ特嚢性肋膜炎 テ経過 シタ青年ガ其後
一年前後 ニシテ急性粟粒結核症又ハ購膜炎デ艶

レルノテ稀 ナラズ経験 スルデアラウ｡

是等諸々ノ事實ハ我々ニ初感染 ト登病 トノ關係

テ設明シテ、或ル概念テ與ヘテ呉 レル｡ソ シテ

結核豫防問題ニー道 ノ光明テ投ゲヵケテヰル｡

モー ツ青年及成人初期 ノ肺結核症 テ初感染 ニ結

ビツケル事實 ハHeimbeck氏 ノ繧 瞼 デアル｡

其 成績 ハ就職時 「ツベル ク リン」陰性 デアツタ看

護婦 カラへ 陽性 デ アツタモ ノニ比 シテ比較 ニ

ナラヌ 程多撒 ノ結核患者 ラ出 シテ 居 ル ノデア

ルレo

三、感染豫防 卜登病豫防 卜

題 ノー艦系 テ得 ラレル｡之 ラ第 四表 ノー及ニ ニ

表示 スル｡
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以上述 べ來 ツタ トコロ ノモ ノテ、我 々ガ從 來持

ツテ居 タ豫防知識 二附加 スル ト、 ソコニ豫 防問
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1

Dispositions・prophylaxieHeilprophylaxie

(素 因 豫 防)(治 療 豫 防)

感 染豫防ハ傳染源隔離、 菌潜入防止、 素因改善

ノ三 ニ分 タ レル｡傳 染源 ハ主 トシテ肺結 核症開

性患者 デアル｡病 床増 加問題 ハ 即隔離 法 デ ア

ル｡集 團生活 ニ於 テノ・傳染源 テ速 カニ登 見 シテ、

之 テ特 二未感染者 カラ隔離 スル必要 ガアル｡之

ガ爲 メニノ・豫 メ禾感染 者 ト既感染者 トラ分 ツコ

トテ要 スル｡現 今 ノ病床撒 ニ於 テハ
、 當分我 々

ル・完全 ナ隔離 ラ望 ミ得 ナ ィ
｡病 床撒増加運動 ノ

急務 ト此問題 ト・・自ラ別筒 二行 ・・レ子バ ナラナ

イ｡

救 護所ハ公衆、特 二傳染源 テ護 見 シタ場合 二、

豫防概念 ラ普 及 シ、 不完全 ナ肚會衛 生歌態 テ幾

分 デモ補 フ事 ニ努力 スル｡ソ シテ傳 染源 二菌 ノ

憤撒防止テ教 ヘル｡

優 生問題 ノ此方面 ハ未 ダ研 究不足 デ アル｡之 ハ

Expositions・prophy]axie

(曝 露 豫 防)

第 四 表(二)
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將來 モ ツ ト確 カリシタ基礎 テ學 術的 ニ得 ル必要

テ感 ジル｡

人 工 的免疫 二於 テ、 我 々ハ從來死菌免疫 ニ失 敗

シテヰル｡此 冤疫 ノ問題 ハ「感染発疫」ト云 フ言

葉 ノ承 認 ガ クヨ之 ラ示 シテヰル ト思 フ.生 菌 ニ

ヨル 輕度 ノ感染 免疫 ノ試 ミノ・Calmette氏 ノ

B.C.G.ノ 成績 ガ明 カーサ レタ日ニ始 メテ何 レ

ヘ カ決定 セ ラレルデ アラウガ、現在 ノ・状態 二於

テハ直 チー之 一 ノ ミ頼 ツテ豫防問題 ラ終 ル ト云

フ様 ナ課 ニハ到 底行 カナ イ｡

褒 病豫防 ハ感染登見 二始 マル｡感 染登 見 ノ方法

トシテ「ツベル クリン」反慮 テ用 フル コ トノ、、 嚴

密 ナ科學的意味 二於 テハ幾分訣 ケル トコロガア

ルニ シテモ、現今我 々 ガ有 スル方 法 ノ内 デ最 モ

頼 リ得、且 容易 二施行 シ得 ラレル方法 デテル｡

此 際皮膚反慮 ト皮 内反慮 ト何 レテ 選 ブ河 キヵ

ノ・、既 ニ多撒 ノ業績 ガ各種 「ツベル クリ ン」ノ比

較 試験、方 法比較試験 ラ行 ツテヰル ガ、今其論

雫 テー 々 コ ・ニ紹介 スル必要 ハ アル マイ｡最 近

ノ成績 ラ例 ニ墾 ゲル ト、大 阪醤科大學 デ今村荒

男教授 ノ下 二貴 島、舳松雨 氏 ガ研究 シタ トコロ

テ ミル ト、皮 内反慮 ノ勝 レテヰル コ トテ示 シテ

ヰル｡皮 内反磨 ハ匿 内二移入 シタ 「ツベル ク リ

ン」量 テ明 カニ シテヰル鮎 ニ於 テ我 々ノ・之 テ推

奨 スル｡又 「ツ〈3ルクリン」反慮 ノ・一同施行 二於

テノ・往々 ニ シテ判 定 二苦 シム揚 合ガ生 ズル ガ、

之 テ反 復 スルコ トニ ヨツテ決 定 スル コ トガ出來

ル｡其 際量的 二観察 シ得 ル ト云 フコ トガマ ンツ

ー氏皮 内反磨 ノ有利 ナ トコ ロデアル｡

「プレベ ン トリウム」 ハ 將來盛 ンニナル デア ラ

ゥ｡之 ハ畿病豫防所 ト解 スベ キ デ ア リ、從 ツ

テ「ツベル ク リン」陽性轄化後、虚弱 ニ シテ螢病

ノ憂 アリ、或 ハ罹 患 ノ疑 ビアルニ拘 ラズ臨躰的

二適確 ニ診断 シ得 ヌ場合 二、其健康 テ守 リ、蛋

病 テ監 視 スル爲 ノニ使用 サ レル ノデアル｡或 ハ

他 ノ疾 患 ノ爲 メニ榮養不良 ニ陥 リ、結核 ソノモ

ノノ・治癒 セザルニ皮 膚 ガ反慮 力 テ失 ツテヰル ト

思 バ レル場合 二榮養 テ恢 復 セ シメ、 同時 二登病

テ豫防 スル様 ナ場合 モ起 ルデァ ラウ｡未 感染 者

テ感染豫防 ノ目的 デ牧容 スルノハ意味ガナイ｡

榮養不良 ト結核 トノ關係 二就 テハHethering・

t6n氏 ガ興味 アル研究 テ螢表 シテヰル｡氏 ノ研

究 ニヨル ト從來考ヘ ラレテヰタ榮養不良見 ノ榮

養不良 ガ結核症 二起因 スル ト云 フ設ハ成 リ立 タ

ナイ｡

早期診断 ニー般盟況 テ注覗 スベキハ 當然 デア

ル｡早 期診断 二赤血球沈降速度 ノ憂動 力大 ナル

役目テ演 ジ得ルコトハ 注目ニ値 スル｡我 々ハ

「ツベルクリン」陽轄後、赤血球沈降速度 ノ異常

ナ加速 二注意テ引 カレ、然 カモ始 メハ 「レント

ゲン」撮影 ニョツテモ病竈 ラ登 見シ得 ナカツタ

カ｡加i速盆々加バレル爲 メ注覗 テ怠ラズニヰ、

終 二病竈 ラ登見シ、早期 ニ加療 シ得 タ例 ラ持 ツ

テヰル｡又 特登性肋膜炎 ノ臨床的治癒後 ニモ猫

赤血球沈降速度 ガ蕾 二復 シナイ場合 ニハ肺或ハ

淋巴腺病竈 ノ活動 テ頭二置ク可 キデアル｡特 登

性肋膜炎 ト云 フモノノ・、夫 レガ漿液性 デアル限

リ、必ズ治療 スル｡漿 液性肋膜炎ノミノ爲ノニ

死亡 シ、或ノ・治療 シ難 キ慢性肋膜炎テ結果 シタ

ト云 フ例 ラ聞カナイ｡Arborelius,小 林義雄氏

等 ノ成績 ニ見テモ肋膜炎 ノ滲出性炎症 ニヨル赤

血球沈降速度 ノ加速ハ、其炎症 ノ治癒 ニ並行 シ

テ復菖 スルモノデアル｡「 レントゲン」診断 ラ簡

軍 ニ行ヘナイ場合 ニノ・赤血球沈降速度ノ・我 々 ノ

力強 イ診断上 ノ武器 デアル｡

早期治療ハ嚴密ナ螢病豫防 デハナ ィガ、慢性結

核症 トナルコトテ救 ヒ、生命 ノ問題 ノ他 ニ治癒

後 ノ勢働能傘二大 ナル關係 ガアル｡又 傳染源 ト

ナルコトラ防グガ故 二、間接 二感染豫防ラナス

モ ノ ァ ア ルレ｡

斯 ク細 目二分 ケテモ、是等 ハ常 二互 ニ密接 二相

關聯 シテ 中ル｡ソ シテCirculusvitiosusノ 關

係 ニアル｡其 一 テ暴 ゲレバ常 ニ他 ガ相件 ツテ基

ツテ來 ル｡各 箇 テ切 リ離 サ レタ軍掲 ナ問題 トシ

テ取扱 フコ トハ困難 デアル｡

最 後 二健康檜進 ノ問題 ニー言燭 レタ イト思 フ、

所謂 「スポー ツ」ノ問題 デアル｡如 何 ニ異常 ナ強

肚 ナ艦躯 ラ持 ツテヰタ トシテモ、結核 感染 カラ
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逃 レル事 ハ出來 ナイ｡又 如何 ナル 「スポー ツ」モ

之 テ以 テ活躍 シ始 メタ結核性 炎症 ヲ鎭 メル コ ト

ノ・出來 ナィ｡活 動 性 ノ病竈 テ持 ツテヰ テ、「スボ

ー ツ」ニ ヨツテ、 之 レト封抗 シヨゥ ト試 ミルガ

如 キハ無謀 モ亦甚 シイモノデアル｡近 年 「スボ

ー ツ」選手 ガ結核症 ニ艶 レル コ ト屡 丸ナル テ見

テ寧 ロ寒心 二堪 エナイモ ノガアル｡

結 核治癒機轄 ハ極 メテ複雑 デ アル｡藥 餌 ニ ヨツ

テ治 サウ トスル 試 ミハ 撒千年來失敗 テ繰 リ返

シ、今 モ猶努力研究 中 デアル｡往 々結核 ハ「金」

ニ ヨツテ治 ル ト聞 ク｡一 面 ノ眞理 デ アルカ ノ様

ニモ見 エル ガ、決 シテ「金」カアツタカ ラ ト云 ツ

テ治 ルモ ノデナ イ｡患 者 ノ心理状態、禮質等 ガ

又大 ナル影響 ラ持 ツテヰル｡又 如何 ニ頑強 ナ意

志 ノ持 主 デアリ、良好 ナ罷質 テ備 ヘテヰル人 デ

アヅテモ、其感染駄況、解剖學的病愛 ニヨツテ

ノ・救 ヒ得 ヌモ 生デ アルレ｡是 等 ハ全部集 ツテ治癒

ノKonstellationラ 形 成 シテヰル｡稀 二喀血

シツ ・「スポー ツ」ニ ヨツテ治癒 シタ ト云 フ檬 ナ

例 ガ アツテモ、 之 二範 ラ トルガ如 キノ・世 ヲ毒 ス
　　リ

ルレモ ノ ア ア ルレ｡

從 テ「スボー ツJナ ルレモ ノハ結核豫防 問題 二於 テ

ハ廣義 ノ素 因豫防 ノー局部 二入 レル コ トノ・出來

ルガ感 染或 ノ・叢病豫防 ノ何 レニモ組 入 レル コ ト

ノ出來 ナ イモ ノデアル｡「 スポー ツ」ニ ヨツテ得

タ強健 ハ治療 ニ際 シテ堪 久力 テ與 ヘル ト云 フ程

度 二止 ルモ ノデ アル｡故 ニ「ツベル ク リン」陽轄

ヲ示 シ、即初感染 ラ來 シ、叢病 ノ徴候 アル場合、

叢病 シタ時等 ニハ絶封 二禁 ズベキモ ノデ アル｡

四、結 語

惟 フニ結核 豫防問題 ノ中心 テナス トコロ ノモ ノ

ノ・、傳 染源 ノ隔離 ト感染 ノ嚢 見 トデアル｡結 核

豫防 ハコ ・二出登鮎 テ見 出サ子バナ ラナ イ｡

本 邦 ノ如 ク小見期 ニ於 テハ義務i教育普 及 シ、 見

童保護其 軌 二乗 ゼム トシ、青年期 二於 テノ・青年

團、成年期 二於 テノ・在 郷軍人團等 ノ整然 タル組

織 テ有 シ、一方 戸籍制度 ノ完備 シテヰル國家 二

於 テハ、能 フ可 ク ンバ小見期 二健康 「ヵ一 ド」テ

制定 シ、 大 ニ シテハー國民 テ、小 ニシテハー集

團員 ラ、「ツベル クリン」ノ陽性、陰性 ノニ群 二分

チ、陰性群 二就 テ特 ニ陽轄 時 ノ健康 ラ監覗 シタ

ナラバ結核 豫防 ハ匿系的 二整理 サ レ、 無盆 ノ努

力 ラ排 ハズ シテ實 際上 ノ数 果 テ 得 ラ レル ト思

フ.(灰 聞 スル ニ陸海軍 ノー部 二於 テハ既 二「ツ

ベル ク リン」ら ヨル陰 性者 監覗 ノ實施 二 入 レリ

ト云 フ｡其 成績 ヤ必 ズ期 シテ待 ツベ キモ ノガ ア

ルレト∂患フo)
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BeitragezurKlinikderTuberkulose.Bd.77,H.1.1931.

本號 ノ・、1930年8月7,8雨 日HamburgEppendor-

ferKrankenhausニ 開催 セ ラ レタ ルレNordwestdent.

schenVereinigungfUrTuberkulose,及 ビDeutschen

ForschungsanstaltfUrTuberkuloseノ 講演 集 デ、 コ

ノ會 ノ圭題 ノ・、 「結 核 病 源 禮 ノ攣 移 性 ニ就 テ、 特 ニ ソ

ノ形 態 、 登 育、 毒 力 ニ 就 テ｡DieVer5nderlichkeit

desTuberkuloseerregershinsichtlichForm,Wach・

stumundVirulenz.ト 云 フ ノデ ア ルレ｡

多 形 ル見 地 カラ見 タ結 核Virusル 濾 過

可 能 性 二就 テ

Prof.A.Fontes,RiodeJaneiro.

結 核菌 ノ脂 肪 膿 ノ 吸 牧 試 験 カ ラ 出登 シテ、 菌 ノ蝋 盤

ノ組 成 ヲ研 究 シ、脱 脂 セ ラ レ タルレ菌 ヲ染 色 シ、球 菌}伏

頴 粒 ト、非 抗 酸 性 グ ラ ム陽性 願 粒 トヲ見、膿 中 二淋 巴

球 ニ基 ク、脂 肪 分 解 物 質 ノ存 在 ス ルレ事 ヲ認 メ テ、 コ レ

ヲTuberkuloziraseト 命 名 セ リ、 培 養 或 ノ・、 喀 疾 、膿

ニ 於 ケ ルレ結 核 菌 ノ検 索 ニ際 シ テ、 昇乖 「ア ルレコ ー ルレ」

ノ漁 潤 固定 ヲ行 ヒ染 色 ス ルレニ、願 粒 ヲ認 ム｡コ ノ顧 粒

ノ・Vermehrungszentrum増 殖 中心 デ ア リlebendige

Einheit生 活 軍 位 デ ア リConidienニ 相 當 ス ルレモ ノデ

ア ルレ、而 シテ コ ノ頴 粒 ヲ分 離 セ ン爲 ニBerkfeldノ 濾
ノし

過 管 ヲ用 ピタ リ｡即 チ、結 核 膿 ヲ濾 過 シテ、非 抗 酸 性

顧 粒 ヲ詮 明 セ ル モ ノ ヲ、 「モ ルレモ ツ ト」 ノ皮 下 ニ注射

セ ルレニ、15日 ニ シテ 淋 巴 腺 ノ反 慮 ヲ 認 メ タ リ、注 射・

後1ケ 月 ニ シテ撲 殺 シテ検 査 セ ルレニ、 鼠 瞑腺 ノ肥大 、

硬 化 、 充 血 ヲ認 メ、結 核菌 ノ・詮 明 セ ザ ルレモ、淋 巴球 塘

殖 ヲ認 メ タ リ｡脾 臓 ノ・肥 大 シ、血 液 ニ ト ミ、淋 巴球 様

細 胞 ノ 浸 潤 ヲ示 シ 間 質 問 出血 ヲ示 シ、 結 核 菌 ノ・猷 除

セ ルレモ、顯 粒 ヲ認 メ タ リ、他 臓 器 ニ膿 瘍 ヲ認 メ ズ｡次

ニ、 コ ノ脾 臓 ヲ磨 細 シ 「モ ルレモ ツ ト」 ノ皮 下 ニ注 射 セ

ルレニ、8日 ニ シテ 注射 部 位 ニ硬 結 ヲ生 ジ、1ケ 月 ニ シ

テ淋 巴腺 肥 大 セ リ、 コ ノ 「モ ルレモ ツ ト」 ノ・5ケ 月間 観

察 セルレニ外 見 健 康 ニ シ テ、剖 見 セ ルレニ、臓 器 ニ肉 眼 的

墾 化 ヲ認 メ ズ、 部 位 淋 巴腺 ノ 連 績 切 片 ニ 於 テ抗 酸 性

桿 菌 ヲ認 メ タ リ｡如 斯 状 態 ニ於 テ 生 存 セ ルレ動 物 ・・潜

在 結 核 ナ リ ト思 惟 セ ラルレ｡

一 般 細 菌 ノ登 育 環EntwicklungsCyclusヲ 假 定 シ テ
、

A.KeimungsphaseGranultirerStaub

FreieGranula.

B.WachstumsphaseVeTmehrungderGranula

ZelligeOrganisierung

BildungintracellultirerGra｡

nula

Bildungextracellultirer

Granula

TeilungundVermehrungderZellen.

C.Spaltungs-oderZer}egungsphase.Zerlegungder

Zellen

GranulierterStaubFreieGranula

ZersetzungderGranula・Auf16sungVermehrung

derGranula

BildungvonZellen.

上 ノ如 ク 分 類 シ、 コ レ ニ願 粒 ノ 意 義 ヲ 臨 納 シ テ 、 コ ノ

頴 粒 ノ・、1.leberdigeinfektionsttichtigeEinheit生

活 カ ヲ有 ス ルレ感 染 可 能 性 軍 位 デ ア リ｡2.Vermehr㎜ ・

gsfaktorderS5urefestenStabchenform.抗 酸 性 桿

菌 形 ノ 培 殖 要 素 デ ア ルレ｡3.潜 在 性 結 核 ニ 存 在 シ、 叉

桿 菌 形 デ 感 染 セ ルレ動 物 ノ組 織 ニ 存 在 ス｡4.Klassis・

cheTuberkulose古 典 的 結 核 ノ 反 腱…ナ シ ニ 存 在 ス
｡

5.毒 力 ハ 攣 化 シ 得 、6.腺 病 質 ヤ ま童1專 的 感 染 ノ・
、 コ

ノViTusノ 特 殊 型 ノ数 力 ニ ヨ ルレモ ノ ト思 惟 ス
｡

以 上 ノ 箕 験 ノ・各 學 者 ニ 追 試 セ ラ レ、 定 型 的 結 核 ヲ生

ズ ルレニ 至 ラ ザ ルレ モ、 病 理 解 剖 學 的 ニ 何 等 カ ノ 程 度 ノ

陽 性 病 攣 ヲ 認 メ タ ルレコ ト ・、 動 物 通 過 ニ ヨ リ病 攣 ヲ

高 メ タ ルレ事 ヲ確 認 セ ルレ事 ト ナ リ｡

而 ・ンテ,コ ノVirusガ"胎 盤 ヲ 通 過 シ、初 生 見 ニ遣 傳 的

感 染 ト シ テ 、 榮 養 不 良 、 淋 巴 系 統 ノ 墳 生 ヲ 來 タ シ 、

古 典 的 結 核 病 竈 ヲ 生 ゼ ズ、 結 核 菌 ヲ 登 見 セ ザ ルレモ 、

結 核 燈 質 ヲ生 ズ ルレノ デ ア ラ ウ｡

實 験 成 績 ノ表 ニ ヨ レバVirusノ ・動 物 通 過 ニ ヨ リ抗 酸

性 ノ桿 菌 ヲ 詮 明 ス ルレニ 至 ルレノ デ ア ルレ、 多 数 ノ 學 者 ニ

コ リ結 核 菌 ノ 多 型 ナ ルレ コ トノ・護 明 セ ラ レ タ ルレ所 デ ア
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ルレが、 如 斯 多型 ナ ルレニ於 テ ・・成 長 ノ始 メ ニ 於 ケ ルレ或

ルレ時機 ニ於 テ、 濾 過 可 能 ナ ルレ階 梯 ノ 存 在 モ亦 思 考 セ

ラルレ・所 デ ア ルレ｡

結 核 菌 ガ培 養 基 上 ニ於 テ 示 ス 多型 ノ可 能 ヨ リシ テ、

生 盟 内 ニ於 ケ ルレ多 型 ナ ルレベ キ事 及 ビ共 ノ病 源性 ノ多

種 ナ ルレ事 モ、 臨 林 上 ニ 於 ケ ルレ結 核 症 ノ多 種 ナ ルレ事 ト

相 關連 シ テ 思 考 シ 得 ラ ルレ ・所 デ ア リ、 今 日謹 明 シ難

キ ア ルレ條件 ノ 下 ニ、 非 抗酸 性 結 核菌 ニ ヨルレ、 本格 的

結 節 ヲ形 成 セザ ルレ結 核 性 感 染 ノ行 ノ・ルレ・事 ニ モ 考 へ

及 ビ得 ルレ所 デ ア ルレ｡コ ノVirusニ ヨ ルレ感 染 ヲPr5-

tuberkuloseoderLatenteTuberkulose,若 ク ノ・Kry

ptogenetischeZust乞nde隠 花 的 状態 トモ 考 へ 得 ラルレ

ルレガ、 是 ガ結 核 ニ囑 ス 可 キ事 ノ・臨 林 的 ニ推 測 シ得 ラ

ルレ・ニ止 ルレガ、 然 シ定 型 的 結 核 菌 ニ ヨ ルレ感 染 ノ 存 在

モ勿 論 存 在 ス ルレ所 デ アルレ｡

著 者 ノ・結 核 菌 ノ濾 液 ヲ3ケ 月無 菌 的 ニ保 存 セ ルレ後 コ

レニ血 液 ヲ加 ヘ タ ルレ・・、23日 目 ニ 「ヂ フテ リー」様 非

抗 酸 性 桿 菌 ノ成 長 ヲ認 メ、 之 ヲ卵 黄 「グ リセ リ ン」 馬

鈴 薯 ニ 移 植 セルレニ、 コ ノ 内 四代 ニ シテ 抗 酸 性 桿 菌 ヲ

認 メ タ リ｡(矢 部 抄)

結 核 薗 ノ生 物學 的 研 究、 濾 過 形 二就 テ

AlbertVaudremer,Paris.

結 核 菌 ノー般 生物 學 ニ就 テ、 生物 學 的 ニ異 レルレ各 種

ノ條 件 ニ封 ス ルレ結 核菌 ノ調 旛Adaptationニ 就 テ各

種 ノ培 養基 上 ニ於 ケ ルレ性 質 ニ就 テ 述 べ 、純 培養 ノ濾

過 ニ關 シテ ・・、純 粋 培 養 中 ニ ア ルレ要素 ノ・Chamberand

hヲ 通 過 ス、人 工 培 養 ノ濾 液 ヲ39度 ノ艀 卵 器 内 ニ置

ク ト、48時 間 ニ テ分岐 セ ルレ菌 ヲ登 見 ス.コ レ ヲ綴 植

ス ルレト桿 菌 ヲ登 見 ス、 コ レノ・グ ラム陰1生 デ 非 抗 酸 性

デ アルレ、 コ レ ノ・メ チニ コ フ氏 ニ俵.ツテFormesInvol-

tives退 行 形 ト考 ヘ ラ レタ モ ノ ニ相 當 シSclerothrix

ニ罵 ス ルレモ ノデ アルレ ト考 ヘ ラ レルレ｡

此 結 核 菌 ノ濾 液 ヲ「モ ルレモ ツ ト」ノ皮 下 ニ注 射 ス ルレ ト、

8日 目 ニ硬 結 が 出 來 、3週 間 デ 消失 ス 、 動 物 ニ ノ・全

勇結 核 ノ・作 ラナ イ｡濾 液 ヲ 静脈 内 ニ注射 セ ルレ場 合 ニ

ノ・晩 期淋 巴腺 腫脹 ヲ起 ス、 コ レノ・小見 ノ 多 登 性 淋 巴

腺 炎及 ビPoncet氏 病 ノ徴候 ヲ想 起 セ シメ ルレ｡注 射 後

3乃 至4ケ 月 ニ シテ 化 膿 セ ルレ淋 巴腺 ヨ リ、 ペ トロ フ

氏 培 地 ニ若 ク ノ・「グ リセ リン」馬 鈴 薯 上 ニ純 粋 培 養 ヲ

得 タ リ、 菌 ノ・撒 個 ノ 顧 粒 鎖 状 ニ連 鎖 シ、 願 粒 ノ・抗 酸

性 ナ リ｡更 ニ纒 植 ヲ 連績 セ ルレニ、 一般 結 核 菌 ト同一

ナ ルレ形 態 ヲ示 ス ニ至 レ リ、 而 シ テ コ ノ濾 液 ヨ リ得 タ
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ル穎 粒 ノ・初代 ニ動 物 ヲ通 過 セ ルレ事 ニ ヨ リ初 メ テ結 核

菌 ヲ得 ルレコ トヲ得 タ リ、菩 者 ノ・結 核 菌 ノ 濾 過 型 ノ 存

在 ヲ承認 ス｡(矢 部 抄)

審 力 攣 化 ル問 題 二就 テ

Dr.Weil田all6,Paris.

純 細 菌學 的 見解 ニ シ テ、 定 理 的 考察 ガ"、臨 沐 家 ニ探

ツ テ、極 メ テ 興 味 ア ルレ 問題 デア ツテ、 今 日多 数 ノ學

者 ニ依 ツテ 謹 明 セ ラ レ タルレ培 養 基 ニ於 ケ ルレ細 菌 ノ解

離 ヲ臨1休的 作業 ニ於 テ 考 慮 ス ルレ事 ヲ 教 ヘ ラ レ タ ノ デ

ア ルレ｡減 毒 セ ラ レタ ルレ菌 培 養 が、 再 ビ 生盤 内 ニ於 テ

毒 性 ヲ恢 復 ス ルレ事 モ 等 閑 ニ看 過 シ得 ザ ルレ所 デ ア ルレ｡

然 シ叉 、 注 射材 料 ト シテ 使 用 セ ラルレ・退 行 攣 性 セ ルレ

菌 芽 ガ 本 來 ノ 生物 學 的性 質 ヲ猫 保 有 シ、遺 傳 的 ニ減

弱 セ ラ レタ ルレ菌 が 彼 本 來 ノ毒 力 ニ還 元 ス ルレ ニ ノ・特 ニ

多 数 ノ實験 ヲ 必 要 トス ルレデ ア ラ ウ事 ノ・、結 核 ニ於 テ

廣 汎 ナ ルレ経験 ガ謹 明 ス ルレノデ ア ルレ｡<矢 部 抄)

結 核菌 ル攣 移 性 二就 テ

StephenS.Maher,M.D.,New

Haven(U.S｡A.)

結 核 菌 ノ生物 學 ニ就 テ 、深 ク 研 究 ヲ追 究 ス レ バ、 ス

ルレ程結 核菌 ノ攣 移 性 ヲ認 メ ヌ課 ニ ノ・行 カ ヌ｡

コ ツ ホ氏 ヨ リ トルレ ドウ氏 ニ贈 ラ レタKI株 ノ・、 今 日

ニ至 ルレ迄 約50年 織 植 セ ラ レテ居 ルレが、 コ ノ内 ノ ア ルレ

モ ノノ・、 室 温 ニ テ 増 殖 シ、 抗 酸 性 ヲ 呈 セ ズ、 芽 胞 ト

思 考 セ ラルレ｡叉 動 物 ニ封 ス ル毒 性 ヲ減 弱 セ リ｡叉Bald-

winヨ リ 贈 ラ レ タルレ、病 源 性 牛 型 菌 ヨ リ室 温 ニテ 増

殖 シ抗 酸 性 ヲ失 ヒ、 試 験 動 物 ニ 無 毒 ナ ルレ ニ至 ルレヲ見

タ リ｡菌 ヲ攣i性 セ シム ルレ素 因 トシテ、

培 養 幼 若 ナ ルレ菌 ・・、 毒 力 ヲ 減 少 ス ルレ事 困 難 ナ ルレモ、

温 度 ヲ交 互 ニ攣 化 シ、 叉 培 養 基 ヲ長 〃(10乃 至20ケ

月)放 置 ス ルレ時 ノ・璽 く管 底 ニ沈 澱 シ醸 母様 母禮 ヲ呈 シ

コ レ ヲ 「グ リセ リ ン」含 有 培 養 基 ニ綴 植 ス ルレ時 ノ・、 屡

縣 状 菌 状 ヲ呈 シ、 非 抗 酸 性 題 棚 犬桿 菌 ヲ呈 シ、 形 態 、

大 サ ニ於 テ 結 核 菌 ト令ク相 似 タ リ｡肉 汁 上 ニ培 養 ス

ルレ時 ・・白 色痂 皮 ヲ作 リ、 屡 ζ非 抗 酸 性 桿 菌 ノ純 培 養

ヲ呈 ス｡

古 典 的 結核 菌 ヲ シテ 色素 ヲ生 ズ ルレ事 少 カ ラ シ ムルレ爲

メ ニノ・、Prof.Klebsノ 好 ンデ 使 用 セ ルレ、 「グIJセ リ

ン」馬 鈴薯 ヲ用 フ、 コ ノ場 合 「グ リセ リン」肉汁 ヲ乾 干

セ シメ 、 馬鈴 薯 ノ萎 縮 セ ルレ後 、2--4qqノ 肉汁 、 食 藍

水 若 クハ蒸 鱈 水 ヲ加 へ、 コ レニ培 養 ス｡

牛 結 核 ハ、 必 ズ シモ 定 型 的 牛 結 核 菌 ヨ リノ ミ感 染 セ
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ズ シテ、 上 述 セ ルレ如 キ攣 性 セ ルレParatuberkuloseト

モ穆 ス ベ キ 菌 ニ ヨ リ、飼 草 、 肥 料 等 ヨ リ感 染 シ得 ルレ

モ ノ ト考 ヘ ラルレ｡而 シテ斯 ノ如 キPara-Bazillenノ ・

屡 乱結 核 牛 ノ 新 鮮病 竈 ヨ リ登 見 セ ラ ルレ｡著 者 ノ・枯 草

菌ソ 抗 酸 性 芽 胞 ヨ リ縫 植 シテ 抗 酸性 桿 菌培 養 ヲ得 タ

リ、 但 シコ ノ菌 ノ・、 實 験 動 物 ニ ノ・、 全 勇結 核 ハ 生 ゼ

シメ ザ リキ｡叉 、 肺 結 核 患 者 ノ 背 部 膿 疹 ヨ リ、 抗酸

性 球 菌 ヲ 分 離 セ ルレ ガ、 「グ リセ リ ン」肉汁 ニ、培 養 セ

ルレニ、 被 膜 ヲ形 成 シ、 抗酸 性 桿 菌 ヲ 示 セ リ｡コ ノ菌

ノ・、 實 験 動物 ノ 脾臓 及 ビ肝 臓 二灰 白色 結 節 ヲ形 成 セ

ルレモ、 古 典 的結 核 トノ・異 レ リ｡(矢 部 抄)

結 核病 原菌 月種 々 ノ形 態 昌就 テ

D.R.PlaYArmengol,Barcelona

結 核 ノ病 原 菌 ノ種 々 ノ 形 態 ニ就 テ 研 究 シ、 各 種 ノ病

原 性 数 果 ニ就 テ 研 究 シ テ行 ク ト、 結 核 ノ 病 原 菌 ハ 緕

状 菌 ニ 激 ヘ ナ ケ レバ ナ ラ ナイ事 ヲ 承 認 セ ズ ニ ハ居 ラ

レナ イ ノ デ ア ルレ｡

結 核 ノ病 原菌 ヲ大 別 シテ 三種 類 ト シ、1.Angriffsform

Ravetllat・Pla氏 ニ ヨツ テAngriffsbakterieト 稽 セ ラ

レタ ルレモ ノ デ、Fontes氏 ノ病 理 的 材 料 ヨ リノ濾 過 型

Vandremer氏 ノ純 粋 培 養 ヨ リ ノ濾 過 型1・Angriffs-

bakterienノErscheinungsformenニ 過 ギ ナ イ ト思 フ｡

Angriffsformノ ・、 球 菌 デ、 軍 猫 ニ遊 離 シテ、 若 シク

ノ・墜 球 菌 朕 二、 或 ヒ ノ・短 鎮 状 ニ、 些 球 連 鎮 状 ニ、 四

聯 状 ニ、 若 ク ノ・讐 球 状 叉 ノ・四 聯 朕 ヲ 多 数 件 フ八 聯 状

ヲ呈 シ、 大 サ ・・、 病 原性 球 菌 ト略 く等 シ ク、 叉 時 ニ

塵 球 ト見 違 フ 程 小 ク、 叉 時 ニ 不 等 デ ア ルレ、 盛 基 性 色

素 ニ ヨク 染 色 シ、殆 ン ド 常 ニ グ ラ ム陽 性 、 非 抗 酸 性

デ ア ルレ、 一 般 培 養 基 ニ速 ニ 登 育 シ、24時 間 ニ レテ肉

汁 ヲ全 ク 潤 濁 セ シ ム｡コ ツ ホ 氏 結 核 菌 若 ク ハ、 結 核

動 物 ヨ リ分 離 セ ルレAngriffsform・ ・、骸 育 困難 ニ シ

テ、 培 殖 少 ク、 屡 く肉 汁 ヲ 潤 濁 セ シ ムルレ事 ナ シ｡然

レ共 コ レ ヨ リ繊 植 セ ルレモ ノノ、、 登 育 速 ニ シ テ、 肉 汁

ヲ潤 濁 セ シム｡菌 ノ・空 氣 ノ流 通 ヨ キ 條 件 ノ下 二登 育

シ、 嫌 氣 性 ニ ノ・號 育 少 シ此 ノAngriffsformノ ・、 「ベ

ルレク フェ ルレ ド」濾 過 管 ヲ通 過 ス｡

結 核 病 原 菌 ノ 球 菌 形 が、結 核病 竈 ニ、 結 核 材 料 ニ、

培 養 二 登 見 セ ラ レタ ルレ事 ハ、 多 数 ノ 學 者 ニ ヨ リ認 メ

ラ レ,タルレ所 ナ ルレガ"、著 者 ハ此AngTibbsformヲ 得 ルレ

ニ、 結 核 菌 純 粋 培 養 、 若 ク ノ・、結 核 材 料 ヨ リ液 盟 培

養 基 特 ニ 多 〃Martin・Bouillonヲ 使 用 シ、5乃 至6

週 間艀 卵 器 内 ニ置 ク 時 ノ・僅 ニ潤 濁 ヲ 生 ズ｡分 離 ス ルレ
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ニ 固形 培 養 基 ヲ使 用 ス ルレ トモ 壁 育 ス ルレ事 少 シ｡斯 ク

シテ分 離 セ ラ レ タ ルレAngriffsformノ ・、 一一般 普 通 培

養 基 ニ増 殖 シ易 シ｡

結 核 動 物 ノ 血 液 ヲ動 物 ニ注射 ス ルレニ、 此 血 液 ノ・常 ニ

毒 性 ナ リ、 而 シテ ソ ノ病 症 ノ・Angriffsformヲ 注 射

セ ルレ場 合 ニ 等 シ久 血 液 ヨ リ ノ 結 核 菌 培 養 ノ・殆 ン ド

常 ニ陰 性 ナ ルレモ、5乃 至6週 間 艀 卵 器 内 ニ 置 ク 時 ノ・

常 ニAngriffsformノ 純 培 養 ヲ得｡

結 核 ノ重 感染 ヲ行 ヘ ルレ個 所 ニ於 テ、 結 核菌 ノ破 壌 ヲ

來 タ シ、 非 抗 酸 性球 菌 ヲ 詮 明 ス ルレ事 ・・、 多 ク ノ學 者

ニ ヨ リ認 メ ラ レタ ルレ所 ニ シ テ、染 色 上 ノ諸 性 質 二於

テAngriffsformニ ー致 ス ルレ事 ヲ 見 ルレ｡健 康 「モ ルレモ

ツ トニ於 テ ノ・、 結 核 菌 ヲ 皮 下 ニ 注 射 シ、 注 射 個所 ヲ

屡 く60度 ニ温 ム ルレ時 へ 菌 ハ破 壊 ン、 激 ヲ減 少 ン、

Angriffsformノ 増 殖 ヲ認 ム｡

乳 鉢 ニ テ 磨 細 セ ルレ結 核 菌 ヲ 肉 汁 ニ 滴 下 培 養 ス ルレ時

ノ・、Angriffsformラ 得 、 結 核 菌 ノ肉汁 培 養 ニ烏 ノ血
カ ラ ス

清 ヲ加 へ培 養 セ ルレニ菌 ノ・減 少 シAngriffsformヲ 認

ムo

結 核 菌 肉 汁 培 養 ニ藥 品例 ヘ ノ・、 石 炭 酸 、 有 機 酸 、 「ア

ルレカ リ」、 次 亜硫 酸 堅 等 ヲ加 へ培 養 ス ルレ時 、 非 抗 酸 球

菌 ヲ詮 明 セ リ｡

各 種 結 核 材料 ノ濾 液 ノ培 養 ヨ リAngriffsformヲ 得｡

Angriffsformノ 病 原 性 ノ・、 無 毒 ヨ リ高 度 ノ有 毒 ノ間

ニ攣 化 シ敗 血 症 及 ビ 中毒 性 炎 症 数 果 ニ シ テ、 百 萬 分

ノ1mgニ テ、24時 間 ニ 「モ ルレモ ツ ト」ヲ弊 死 セ シ ム、

剖 見 ニ ヨ リ種 々ノ 炎 症 ヲ示 ス 亜 急 性 若 ク ハ慢 性 ノモ

ノノ・、敗 血 症 若 ク ノ・、 悪 液 質 ヲ示 シ、 剖 見 ニ ヨ リ、種

々ノ炎 症 及 ビ 腫 脹 等 ヲ 示 ス モ、 膿 瘍 ヲ 示 ス コ トノ・稀

ナ リ｡

Angriffsformノ ・、 或 ルレ條 件 ノ下 ニ於 テ ノ ミTuberkel

ヲ作 リ 得 ルレモ ノ ニ シテ、 本 形 菌 ヲ、 動 物 ニ注 射 シ テ

得 タ ルレ病 理 的材 料 ヲ 以 テ、 更 ニ 動 物 通 過 ヲ行 フ時 、

菌 ノ コッ ホ氏 菌 ニ攣 性 、 結 節 ヲ形 成 ス ルレ事 ヲ認 ム｡

Fontes氏VandremeT氏 等 ニ ヨ リテ 唱 ヘ ラ レタ ルレ結

核 菌 ノ濾 過 型 、 及 ビ ソ ノ病 原 性 ノ・、Angriffsform及

ピ ソ ノ病 原 性 ニ極 メ テ 相 似 、 榮 養 不 良 ヲ件 フ 敗 血 症

ノ症 状 、 悪 液 質 及 ビ 炎 症 ニ シ テ、 コ ッ ホ氏 菌 ヲ件 フ

結 節 ノ・、 注 射 動 物 初代 ニ 見 ルレコ ト稀 ニ シ テ、 動 物 通

過 ニ ヨ リ認 ム ルレ事 多 シ｡結 核 菌 ノ 濾 過 型 ト総 セ ラルレ

ルレ所 ノ モ ノノ・、AngriffsformノErschecnungsform

ナ リ ト思 考 セ ラ ルレ｡而 シテ 如 斯 、 敗 血症 、 結 核 中毒
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症 、 炎 症 等 ハ、結 核 が 活 動 性 トナ ルレニ際 シテ 必 ズ存

在 ス ルレ病 原 性 基礎 形 ナ リ ト信 ズ｡

結 核 菌 分 類 中第 二形 ニ 隅 ス ルレモ ノノ・Zwischenform

oderUbergangsform.中 間 型 ニ シテ コ ノ 内 一 算 入 セ

ラルレ ・モ ノ ・・、Much氏 顧 粒 、Ravetllat・Pla氏 ノ研

究 セルレ結 核 性 乾 酪 及 ビ結 核 性 液 盟 中 コ於 ケ ルレ細 胞 内

顧 粒培 養 基 上 ニ 於 ケ ルレコ ツ ホ氏 菌 ノ幼 若 非 抗 酸 性 時

代、 等 ニ シ テ、 形 態 ノ・、 桿 菌状 ニ シテ 規 則 的 二非 抗

酸 性、 棍 棒 状 、 頴 粒 様 、 擬 「ヂ フテ リー 」菌 状 、 連 鎖

菌1状 ヲ 呈 ス ルレモ ノ ト、Ferran,Much,Vandremer,

Schr6n,d'a㎡go,Kawack正,Sweany,Ravetllat&Pla

諸 氏 ニ ヨ リテ観 察 セ ラ レタ ルレ種 々ノ 外見 ヲ呈 ス｡

此 第 ニ ノ 形 態 中 ニ更 ニ、 練 状 ニ シテ、分 枝 ヲ有 ス ルレ

カ、 」又ノ・分枝 ヲ有 セ ザルレモ ノ、 穎 粒 ヲ 有 ス ルレカ 叉 ・・

有 セ ザ ルレモ ノ ニ シテー 見Aktinomycesニ 相 似 タ ルレ形

態 ヲ有 ス ルレモ ノ ニ シテ、Metschniko任,vonKlein,

Fischel,Heuppe,Coppen・Jones,Schultze,Vandremer

ソ ノ他 ノ諸 氏及 ビ著 者 ニ ヨ リ観 察 セ ラ レタ ルレ種 類 ヲ

加 フ(此 庭 ニ著 老 ル・全 クAktinomycesト 見 ラルレ ・、

繊 細 ニ シテ長 キ綜状 ヲ 呈 シ 分枝 ヲ有 シ、 鐡 状 ニ 濃 染

ス ルレ頴 粒 ヲ有 ス ルレ綜 状 菌 ノ 鴇 眞 ヲ2葉 掲 ゲ、 一 ノ・結

核 菌 ノ53日 目ノ培 養 ヨ リ「グ リセ リ ン」馬鈴 薯 上 ニ得

タルレ、 非 抗 酸 性 綜 状 菌 及 ビ 醸 母様 面 ノ グ ラ ム染 色標

本 ナ リ ト云 ヒ、他 ノー葉 ノ・、コノ練 状 菌 ノ、 「グ リセ リ

ン」馬鈴 薯 上 ニ縫 植 セ ラ レタ ルレ非 抗 酸 性 綜 状 形 ナ リ ト

云 ヒ、 コ ノ綜 状 菌 ヲ注 射 セ ルレ 「モ ルレモ ツ ト」ノ・定 型 的

結 核 ヲ示 シ、抗 酸 性 桿 菌 ヲ有 セ リ ト傍 註 ヲ加 ヘ タ リ)｡

而 シテ、 コノ綜 状 菌 及 ビ時 ニ 醸 母 菌 状 ヲ 呈 ス ルレモ ノ

ヲ有 ス ルレ事 ニ ヨ リ、 結 核 ノ 病 原 菌 ル・綜 状 菌 トシテ見

ラルレ ・ベ キ モ ノ デ ア ルレ｡

コ ノ中 間形 ニ属 ス ベ キ、 綜 状 菌 ・・培養 基 上 ニ 於 テ ノ

ミ多 〃見 ラルレ ・所 ニ シテ、 生 物 盟 内病 竈 ニ テ 見 ラ ルレ

ルレ事 ノ、極 メ テ 稀 ニ シテ 著 者 ノ、僅 ニ、2同 経 験 シタ ルレ

ノ ミナ リ｡

是 等 ノ 中間形 ニ 囲 ス ルレモ ノノ・、 結 核 材 料 ヨ リ、 ヌ,ハ

ソノ濾 液 ヨ リ、 叉 ノ、ソノ培 養 ヨ リ得 タ ルレモ ノ ニ シテ,

何 レノ培 養 ニモ 培殖 セルレモ、 特 ニ 深 部 培 養 ニ ヨ リ得

タ ルレコ ト多 シ、 然 レ共 是 等 ヲ 意 識 的 ニ 自在 一 得 可 キ

適確 ナ ルレ方 法 ヲ 登 見 ス ルレニノ・至 ラズ、 寧 口特 登 的 要

約 ニ依 ツ テ 生 ゼ ルレヲ 見 タ ルレノ ミ｡最 近Aktinomyces

形 ヲ鐙 植 ス ルレ事 ヲ得 タ リ｡

著 者 ノ・結 核 病 原 盟 若 ク ノ・病 原 性 ノ獲 育 ニ就 テ、蓋 然
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性 ヲ以 テ 得殊 ノ意 義 ヲ 述 ブ ルレ事 ノ・困 難 ナ ルレ毛、 培 養

ニ於 テ考 察 セ ラルレ ・所 ノ・叉 生盟 内 ニ 於 テ モ 考 く・得 ラ

ルレ ・所 ニ シテ、Angriffsformト 本 來 ノWiderstand-

formト ノ問 ニZwischenformノ 存 在 ス ルレ事 ヲモ思 考

セ ラルレ ・所 ナ リ｡

第 三 ノ結 核 菌 形 ノ・、 古 典 的 コ ッ ホ氏 菌 ニ ヨルレWider-

standfomリ ナ リ｡(矢 部 抄)

結 核 菌 月穎 粒 形 及 ビ濾 過 性 二就 テ

F.Lucksch,Prag.

結 核 菌 ノ顧 粒 形 ノ・、 極 メ テ 長 期 縫 績 シ、 僅 二 進 行 ス

ルレ病 竈 中 ニ登 見 ス ルレカ、 叉 ノ・陳 久 ナ ルレ培 養 基 中 ニ登

見 ス｡

此 顧 粒形 ノ・大 ト小 トア リ、 大ノ・喀疾 中 ニ ヨク 見、 小

ノ・濾 過 管 ヲ通過 シ 喀 疾 ヲ濾 過 シ タルレ濾 液 ヲ 注 射 シタ

ルレ動 物 ニ登 見 ス｡

一 般 ニ ・・、 濾 過病 原 禮 ノ・、 不 可 覗病 原 盟 ニ 就 テ 研 究

セ ラ レタ ルレ所 ナ ルレガ、 結 核 菌 一 就 テ モ 濾 過 形 ヲ謹 明

セ ラ レ、 他 ノ可 覗 病 原 菌 ニ於 テ モ 濾 過 管 ヲ通 過 シ得

ベ シ ト思 惟 セ ラ レ、 下 等 ノHypomycetenニ テ、 穎

粒 ヲ作 ルレモ ノ ノ・濾 過 管 ヲ通 過 ス｡

癩菌 ノ願 粒 ノ・濾 過 管 ヲ通 過 シ、LymphogTarulomato・

sisノ 病 原 菌 トム ッ フ氏頴 粒 トー致 ス｡放 線 状菌 ノ顧

粒形 ノ・濾 過 管 ヲ通 過 シ、 「ヂ フテ1,-t菌 ノ 穎 粒 モ濾

過 管 ヲ通 過 ス ルレ事 ヲ謹 明 シタ リ｡

原 形 質 ノ濃 度 ガ アルレ外 的影 響 ニ ヨ ツテ 、穎 粒 状 ヲ呈

シ蛮 芽 可能 性 ガ 最 小 限 度 ニ於 テ 芽胞 ヲ 形 成 ス ルレノ デ

ル・ナ イ カ｡

結 核 菌 が 胎 盤 ヲ通 過 ス ルレカ否 カ ト云 フ問 題 ノ・、 實 験

的 ニ ノ・、結 核母 盟 ノ胎 見 ニノ・定 型 的結 核 ヲ 示 サ ・・ルレ

モ、 淋 巴 腺及 ピ脾 臓 ニ腫 脹 ヲ示 セ ルレヲ見 タ リ｡

(矢 部 抄)

形 態 及数 力 二於 ケ ル結 核 菌 ノ髪 化 二就 テ

HansMuch,Hamburg.

結 核 菌 ニ ノ・桿 菌 ト穎 粒 ト ア ルレ、 顧 粒 ノ・非 常 ニ小 ク、

不 可硯 ノ事 モ ァ ルレ得｡Lymphogranulomatosis_ノ ・、

コ ノ穎 粒 ヲ蛮 見 ス ルレ事 が ア ルレ｡

顧 粒 状 結 核 菌 ノ詮 明 ニ ・・植物 實験 ガ 極 メ テ明瞭 デ ア

ルレ｡コ レニ ハ 植 物 ノ 成 長 シ ツ ・ア ルレモ ノ、 若 ク ノ・果

實 デ ノ・、 熟 サ ン トシツ ・アルレモ ノ が ヨ ロ シ久 既 二

成 長 シ蓋 セ ルレモ ノ、 若 ク ・・.成熟 シ終 レ ルレ果 實 ニ テ・・

コ ノ現 象 ヲ 認 メ ナ イ｡植 物 ノ、種 類 ニ=ッ テ、(1)菌

ヲ 溶 解 ス ルレモ ノ.(2)菌 ヲ 殺 ス モ ノ｡(3)菌 ヲ溶 解
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モ 殺 菌 モ シナ イモ ノ｡(4)培 養 シ 得 ルレモ、毒 力 ヲ失

フ モ ノ｡ト4種 類 ニ 分 類 シテ 居 ルレガ、 如 何 ナ ルレ植物

ザ コ ノ分 類 ノ何 レニ入 ルレヵハ 暴 ゲ テ 居 ナ イ｡附 圖 ト

シテ 、 葱 ノ董 ニ1瓦 ノ結 核 菌 ヲ含 ム10.OαGヲ5週 間

前 ニ注 射 セ ルレモ ノ ノ窮 眞、及 ビ2週 間 前 ニ、20mgノ

結 核 菌 ヲ各 個 ニ注 射 セ ルレ 「トマ ト」 が ヨ ク成 熟 セ ルレ爲

眞 ヲ掲 ゲ、 別 ニ 植 物 内 ニ於 テ 微 細 塵様 顧 粒 トナ レルレ

爲 興 ヲ掲 ゲタ リ｡結 核 菌 ノ植 物 實 験 ニ就 テ ハ、Much,

NyrenHolmgrens,Zb1.Bakter,1930年 ニ 記 載 セ リ

ト云 フ｡(矢 部 抄)

形 態 二閑 ス ル結 核 病 原 艘 ル髪 化 性 二就 テ

0.Kirchner,Hamburg.

培養 基 ヲ 「ア ルレカ リ」性 ニ シタ ルレ場合 結 核 菌 ノ分 枝 ヲ

見 タ ル事 ア リ｡卵 黄 「ゲ ラチ ン」 ノ深 部培 養 ニ テ、 幼

若 菌 ニ テ、 非 抗 酸 性 菌 ヲ見 、 芽 胞 形 成 ニ 似 タ ルレ分 枝

胞 子 ヲ見 タ ルレコ トア リ｡攣 形 菌 ハ再 ビ 原 形 ニ 戻 ルレ事

ア ルレモ、 亦 攣 形 自盟 ニ テ 繁 殖 シ原 形 ニ戻 ラザ ルレ事 ア

リ｡(矢 部 抄)

結 核 剤A・0・

有 馬 、 大 阪 、

結 核 菌 ノ形 態 ・・、 時 ニ 攣 化 シ テ 長 、 短 トナ ルレモ 、 本

質 的 ニ ノ・不 攣 ナ リ、 成 長 モ 、 培 養 基 ニ ヨ リ 逞 速 ア ルレ

モ 、 元 則 ト シ テ 培 養 基 ニ 無 關 係 ナ リ｡毒 力 モ 、 有 利

ナ ルレ要 約 ノ 下 ニ テ ノ・殆 ン ド 同 一 ニ シ テ 、 不 利 ナ ルレ要

約 ノ 下 ニ テ ノ・、 暫 時 的 ニ 低 下 ス ルレ事 ア リ｡

A・0ノ ・{(1)容 易 ニ 吸 牧 セ ラ ルレ ・ コ ト｡(2)結 核 菌

自 盟 ノ原 形 質 ヨ リ 成 立 ス ルレコ ト｡(3)特 殊 ノ 強 キ 免

疫 力 ヲ有 ス ルレ 菌 株 ヨ リ 得 タ ルレモ ノ ナ ルレ コ ト、(4)無

毒 ナ ルレ コ ト｡(5)免 疫 元 ト シ、 免 疫 債 ヲ 決 定 シ、 コ

レ ヲ測 定 ジ得 ルレコ ト ヲ墾 ゲ テ 治 療 及 ビ 豫 防 ニ 卓 奴 ア

リ ト｡(矢 部 抄)

註｡EpPendorferKrankenhausニ 於 ケ ルレ學 會 ノ 日程

ニ ノ・、FonterVandremer成 ノ次 ニDr・S・A・Petro・

ff,TrudeanSanatorium,TrudeanU.S.A.ノBiolo・

gischeUntersuchungentiberdenTuberkelbacillus.

1.UnstabilitEtderOrganismen.Dissoziationder

Bakterien.ナ ルレ講 演 ア ルレモ 、 コ ノ原 稿 ノ・Beitr・L・

Klin.d.Tbk.74.499.1930ニ 既 ニ掲 載 セ ラ レ タ リ｡

Zeitschrift.fUrTuberkulose.Bd.58,H.1ノ2.1931.

早期浸潤 ル鑑別診断及殆療 二就 テ

Dorndorf.

急性及慢性肺炎叉ノ・其 ノ無氣性部ノ痕跡等ニ於テ1レ

ントゲン」像上恰度結核性早期浸潤 ト同ジ襟ナ像形 ヲ

呈スルレコ トガアルレ、叉萎縮 セザルレ肺膿瘍及肺壊疽モ

亦丸キ早期浸潤 ト見違フコトアリ、叉膿瘍及肺疽 ノ

空洞叉 ノ・嚢状氣管枝擾張及肺氣腫モ時ニ結核性早期

空洞 トノ鑑別診断ニ加 へ子バナラヌ、然シテカ・ルレ

誤診 ノ危瞼ハ臨林的症候及喀疲検査 ヲ綿密 ニナスコ

トーヨリテ勘 クナシ得ルレ｡殊 ニ喀疾 ノ菌 ノ有無ノ・結

核性早期空洞 ト其他 ノ空洞 トヲ匠別 シ」又ハ早期浸潤

ノ破壊サレタルレモノヲ他 ノ肺炎等 ト匠別ス ルレ爲 二最

モ有力ナ リ、一般ニ早期浸潤ノ・臨林的ニモ「レントゲ

ン」像上ニモ破壊作用 ノ認メラレ又時ニ著シキ有菌喀

疾 ヲ出スモノナリ｡叉 早期浸潤 ノ早期診噺ニノ・度々

ノ綿密ナルレ喀疾槍査及1レ ントゲン」検査 ヲ必要 トス

ルレo

療 法 トシテ ・・初期 ノ 早 期 浸 潤 ノ・安 静 療 法 ノ ミニ テ可

ナ リソ レ ノ ミニテ モ 崩 潰 ヲ マ ヌ ガ レ 吸 牧 及痕 化 スルレ

形 向 ヲナ ス ニ イ タルレ、 然 シ 」叉寝 潤 ノ崩 潰 ヲサ ケ 早 期

ニ之 ヲ見 過 サ ザ ルレ爲 ニ 「レ ン トゲ ン」検 査 及 検 疲 ヲク

リ カヘ ス 可 シ、 叉 崩 潰 現 象 ヲ見 ル 時 ハ 直 チ ニ 座 縮 療

法 ヲ トルレ可 シ 著 者 ノ 考 ヘ ニ ョ レバ 浸 潤 崩 潰 シ之 ガ吸

引 据 大 ヲサ ケ得 ン爲 ニ ハ 歴 縮療 法 ヲ 最 モ 推 賞 セ リ、

然 シテ コ ノ爲 ノ 肋 膜癒 著 モ 度 々オ コ ルレモ 之 ・・良 ク剥

離 シ易 シ著 者 ノ・1例 モ ノ・ナ レザ ルレ例 ナ シ コ ノ崩 潰 時

ノ氣胸 療 法期 間 ノ・1-1.5年 ニテ充 分 ナ リ叉 雨 側 ニ オ

コ ルレ時 ハ雨 側性 氣 胸 ヲナス｡(太 田 抄)

早 期 漫 潤 及 其 軟 化 ル期 間 的 問題

K.Siegfried.

著 者 ノ・10年 程 以 前xッ ダ ム ノ結 核 相談 所 病 院(Vers

orgenkrankenhans)ニ テ結 核 ノ 疑 アルレ 患 者 ノ 診 察 ヲ

ナ セ シ ニ コ ノ 患 者 ・・皆1ケ 月 乃 至6ケ 月 以 前 ヨ リー

雨 日 ニ テ治 癒 ス ルレ感 冒 及 氣 管 枝 炎 等 ノ診 噺 ノ下 ニ度

々讐療 ヲ受 ケ シ コ トア リ ト 然 ルレニ 此 時 著 者 ノ診 ルレ塵

ニ テ ・・明 ヵ ニ 第 三 期 肺 勢 ナ リ、 然 シ テ 思 フ ニ前 磐 が

カ ・ル著 シキ 症 候 ヲ 見過 セ リ トノ・思 ノ・レ ズ 然 リ トス

レバ コ ノ結 核 墜 化 ハ 本 當 ノ最近 ノ 週 間 ニ起 コ リン モ

ノ ト考 ヘ ザ ルレ可 カ ズ 然 モ 著 者 ノ・コ ノ第 三 期 肺 瘍 ノ多

ク ノ・ソ レ迄 認 メ ラ得 ザ リシ早 期寝 潤 ノ 軟 化 ニ外 ナ ラ

ズ、 豊山】AsmalmRedekerノ 設 ガ"轡家 ノ忠言 ナ リ故 ニ

磐 家 ノ・早期 ニ吾 人 ノ 慮 ニ オ ク ルレ時 ノ・寝潤 軟 化 ノ如 キ
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患 者 ヲ紗 ク 入 之 ニ5例 ノ實例 ヲ アク'｡t太 田 抄)

肺 結 核症 ル治療 ニ於 ケ ル横 隔膜 綜 纏 捻 除 術

Scholz.

著 者 ノ・横 隔 膜 神1臆 除 術 ノ用1市結 核 ニ於 ケ ・レ側 直 ニ於

テ 諸家 ノ意 見 ヲ記 シ 或 ハ 捻 除 術 ・・人 工 氣 胸 叉 ・・胸廓

成 形 術 ノ 補 助療 法 トシ テ ノ ミ償1直 ア リ トナ シ或 ・・之

ノ ミニ テ 掲 自 ノ 立場 ヲ有 ス ト説 ク 舌ア リ ト著 者 ハ

55例 ノ1側 性 患 者 二於 テ35例 ノ・蜀IZ的 ニ此 方 法 ノ ミ

ヲ トレ リ 然 ルレニ空 洞 ニ於 テ ハ大 部 分 ノ・何 等 ノ影響 ヲ

見 ズ唯 墳 殖 性 硬 化 性 ニ テ 空 洞 ナ キ者 ノ ミ・・良 結 果 ヲ

得 タ リ ト浸 出性 ノモ ノニ ハ 皆 不 良 ナ リキ ト然 シテ最

後 ニ此'方法 ノ・氣 胸 力行 ヘ ザルレ 者ニ テ ノ・必 ズー 度 ・・行

フ可 キ ナ リト然 シテ 猫泣 的療 法 トシテ ハ 未 グ 問 題 ナ

ラ ン ト唯 胸 廊 成 形 術 ノ前 起置 トシテ 行 フ ニハ推 賞 ス

ベ キナ リ ト｡(太 田抄)

胸 腔 内注 射 二劃 ス ル新 注 射針 二就 テ

Milko,Anre1.

著 者 ノ・肋1瑛王璽筈 ヲTJIハ ナ ス 爲 ノ ニ千φ断ヲ行 フニ際 シ 最

モ必 要 ナ ルレ肋 膜 癒 著fP部 ノ 知 畳庶 癖 ヲオ コ ス可 キ注

射 針 ヲ考 へ 之 ヲ設 明 セ リ｡(太 田抄)

淋 巴肉 芽 腫 二於 ケ ル特護 性 氣 胸 ルー 例

Kattler.

著 者 ・・23歳 ノー 婦 人 ノ淋 巴 肉芽 腫 ノ患 者 ヲ報 告 シ之

ガ主 ト シテ 淋 巴腺 腫 脹 及 右 側 肺 臓 ノ結 核 症 ニ テ診 漸

ノ・右 ノ如 シ ト之 が 急 ニ特 機 性 氣 胸 ヲオ コ シ死 二到 レ

リ、 自山1肋膜 ト食 道 ニ痩 孔 ヲ作 レルレニ ヨ リテ 引 オ コ セ

ルレモ ノナ リ ト次 ニ 淋 巴 肉 芽 腫 ニ關 ス ルレ諸 家 ノ説 ヲ述

ベ タ リ｡(太 田 抄)

雨 側性 墜 縮 療 法 ノ例 誰 的 報 告

Frischbler.

著 者 ハ増 殖 性 硬 化 性 開 放 性 結 核症 ノ患 者 ニ テ 雨 側 肺

尖 部 二大 空洞 ヲ有 ス ル20歳 ノ者 二雨 側性 氣胸療 法 ヲ

行 ヒ シ例 ヲ 報 告 セ リ2週 間 以 内 二 爾 側 ニ施 行 シ5ケ

月 ニテ此 空洞 ハ全 ク 萎 縮 セ リ ト喀 庚 モ 減 少 シ血 液 像

モ亦 赤沈 反.te1モ亦 良 好 ニ ナ レ リ ト云 フ｡(太 田抄)

實 験 的 結 核 再 感 染 ニ ヨ ル早 期 空 洞

相 似 ル反 懸 二就 テ

A.Sc}meider.

著 者 ノ・早 期 浸 潤 カ ラ 早 期 空 洞 ノ生 ズ'レヤ 極 メ テ 急 ニ

シテ之 ニ ノ・著 シキ 現 象 ヲ示 ス ヲ見 ル ト然 ルレニ之 ニ類

似 ノ事 實 ヲ見 タ リ 仰三 頭 ノ 家 兎 ニ 眼 角膜 ニBCGニ

テ初 期 感染 ヲナ サ シメ 之 が 全 ク 治 癒 シ テ ヨ ク280日

乃 至290日 後 二再 感 染 ヲ行 フ 然 ルレニ 他 ノ 動 物 ニ テ ノ・

軍 ナ ルレ早 期 浸 潤 性 ノ過 程 ヲ トリ シモ 此3例 ニ於 テ ・・

特 二劇 シク恰 カ モ 早 期 浸 潤 ヨ リ 空 洞 ヲ成 生 ス ル様 二

似 タ リ帥 急 劇 ニ壊 疽 ヲ オ コ シ痩 孔 ヲ生 成 セ リ｡

(太 田抄)

助 膜 石 荻 沈 著

O】denburg.

著 者 ハ{～例 ノ肋 膜 石灰 化 ノ患 者 ヲ 報 告 シ 之 ヲ説 明 セ

リ肋 膜 石灰 化 ノ・結 核 病 院 ニテ ハ 屡 く見 得 ルレ モ ノ ナ

リ、 他 ニ以 前Bochalii氏 ハ結 核 ハ之 ニ原 因 的 關 係 ナ

キ様 ニ云 ヒ シモ 白分 ノ・之 ガ"饗 生 ニ結 核 ノ 關 係 アルレコ

トヲ知 レ リ然 モ亦 肋 膜 石 灰 化 ノ・長 期 間 ヲ繹 ルレモ ノナ

レバ コ ノ 患 者 ニハ 若 苧者 ナ シ之 が診 噺 ハ 「レ ン トゲ

ン」線 ヲ以 テ ナ シ得 ,(太 田抄)

TheAmericanReviewofTuberculosis.No.2,Vol.XX(V,August,1931.
.一 昌L_妬昭

結 核 菌 培 養濾 液 ニ ヨル疾 病

MoxP正nncrandMarieVoldrich

結 核菌 純 粋 培 養 濾 液 ヲ11r)匹 ノ1モ ルレモ ツ ト」 ニ注 射

セ リ、81匹 ノ・肉 汁 培 養 ノ濾液 ヲ川 ヒ、34匹 ハ固 形培

養 基 上 ニ登 育 セ ルレ菌 ノ食 堕 水 浮 游 液 ノ 濾 液 ヲ使Jl・1セ

リ｡115匹 中6匹 ニ抗 磁 性 禮 ヲ見 タ リ｡コ レ ノ・染 色性

質 以 外 、 特 殊 ナ ルレ外 見 ヲ 示 サ 、 リキ｡注 射 セ ラ レタ

ルレ動物 ノ 淋 巴 腺 ヨ リモ、 亦 澁 液 ヨ リモ、 コ ノ菌 形 ノ

登 育 ヲ見 ザ リキ｡コ ノ菌形 ノ 動 物 通 過 ノ・成 功 セ ザ リ

キ｡

食 盤 水 浮 游液 ヲ注 射 セ ルレ34匹 ノ・攣 化 ナ 〃健 康 ナ リシ

ガ、 肉汁 培 養 濾 液 ヲ 注 射 セ ルレ81匹 中71.6%・ ・重 症

ノ疾 病 ヲ呈 シ、41%・ ・遂 ニ死 亡 セ リ｡

濾 液 ヲ注 射 セ ルレモ ノ・・速 ニ 鷺 重 ヲ減 少 シ、 生1く分 ヲ失

ヒ、組 織 ノ揮 力 ヲ消 失 ス｡

コ ノ原 因 ノ・結 核菌 ノ 肉 汁培 養 濾 液 二於 テ ノ ミ、 コ ノ

現 象 ヲ示 シ、 固 形 堵養}応 液 ニ テ ・・コ ・現 象 ヲ示 サ ブご、

右 ノ・温 度 ニ封 シ安 定 ニ シテ、 動 物 通 過 ニ成 功 セ ズ｡

濾 液 中 ノ抗 酸 性 物 ニ ゴルレ障 害 開 係 ヲ認 メ ズ｡(矢 部 抄)

人 工 氣胸 ヲ所有 セ ル モ ノ ・

胸廣 整 形 術 二就 テ

RalphBoerneBettmar)andh1axBiesenthal.

既 ニ 人工 氣 胸 ヲ行 ヒ、 空 氣 ノ 吸 牧 鈍 ナ ル モ ノニ 胸 廓

整 形 術 ヲ行 フ際 ハ 肋 間 内 空 氣 ノ存 在 ・・、 胸 廓 ノ縮 小



58 抄

ヲ 妨 ゲ、 ヌ肋 間 円 歴 ヲ 高 ∠三レ恐 ア ルレヲ以 テ コ ノ空 氣

ヲ排 出 シテ後 、 整 形 術 ヲ行 フヲ ヨ シ トス｡(矢 部 抄)

心 嚢 内 二空 氣 及 ビ 「リ ピ ォ ド ール 」注 入

ニ ヨ ル心 嚢 炎 ル療法 二就 テ

W.Ackermann.

13例 ノ心嚢 炎 患Fi中 心嚢 内 ニ;SS例 ニ空 氣 ヲ注 入 シ、

:)s例 中 ノ2例 ニ ノvリ ビtド ー ルレ」及 ビ 「ゴメ ノー ルレ」

油 ヲミ1三入 セ リ、 是 等 ノill射 ニ ヨ リ、 経 過 ヲ延 長 セ シ

メ得 タ リ｡

「ゴ メ ノー ルレ」油 二比 シ「リピ オ ドー ルレ
」油 ノ・交文果 大 ナ リ｡

(矢 部抄)

小 児骨 結 核 二 於 ケ ル 「ヴ1タ 三 ン」D

H.G.Gray1.el,M.T.Shearand

BenjaminKramer.

適 吊:ノ 「ヴ ィタ ミ ン1ヲ 含 有 セルレ調 和 セ ラ レタ ルレ食 餌

ニ放 射 セ ラ レタ ルレ 「エ ルレゴス テ ロー ルレ」 ヲ追 補 スルレモ

小 見 骨 結 核 ニ何 等好 影響 ヲ見 ザ リ キ｡

{》・6乃 至1.0「 リッ ト・レ」ノ肝?lllニ相 當 ス ルレ「一・一ルレゴス

テ ロー ル .ノ 大:1tヲ 投 與 ス ルレモ、 中毒 症状 ヲ示 サ ズ、

特 ニ病 理 的 石灰 化 ヲ 認 メフご｡血 清 「カルレシ ウ ム」量 ノ

培 加 ヲ示 サ ズi血清 隣 ノ増 加 ヲ認 メ ザ リキ｡(矢 部抄)

結 核 感 染 範 園 ノ研 究

ElizabethA.LeggettandF.F.Callahan.

・ト學 見 童 ニ於 ケ ル結 核 調 査 ・・統 計 的 興味 ノ ミナ ラ ズ、

結 核早 期 診 斯 ニ 数 果 ア リ｡活 動 性 結 核 ノ ミナ ラ ズ、

結 核 早期 診 漸 ニ数 果 ア リ｡活 動性 結 核 ヲ 有 ス ルレ敏 師

ノ・、 小 見結 核 感 染 源 ナ リ｡

結 核 外 肺 疾 患 ニテ 死 亡 セ ルレモ ノ ・肺 ヲ詳 細 ニ 槍 査 ス

ノレ時 、 過 看 セ ラ レテ 診 斯 セ ラ レザ リシ 結 核 病 竈 ヲ費

見 凶 ルレ事 極 メ テ多 シ｡(り こ部抄)

黒 人 二於 ケ ル結 核

Benjam正nL.Brock.andSamBlack.

黒 人 ノ結 核 死 亡率 ハ 同地 方 ノ 白IY-一一比 シ、3倍 乃 至

4倍 ナ リ｡白lv二 稀 ナ レ 急 性 滲 出型 結 核 ノ・黒 入 ニ稀

ナ ラズ｡黒 生＼ニ於 テ ・・幼 時 ニ於 ケ ・レ惑染 ノ機 少 ク、

免 疫 維 過 モ少 キ事 ト思 ・・ルレ｡黒 人 二 ・・紫 外線 ノ 適 當

ノ吸 牧 少 キ爲 免疫 機 輔 ヲ減 少 ス ルレモ ノ ト思 ノ・ルレ｡

血 液 像 中軍 核 細 胞 ・・滲 出型 結 核 ニ ・・重 要 ナ ルレ意 義 ヲ

有 シ、 慢 性 進 行 性 二 ・・略 ミ正 常 ニ近 ク ー 定 ノ値 ヲ示

ン、 淋 巴球 ノ埆 加 ハ停 止 性 ヲ 示 ス｡中 性 嗜 好 細 胞 ノ

埆 加 ・・、 中毒物 質 ノ吸 牧 ヲ示 ス｡(矢 部 抄)

結 核 ニ於 ケ ル臨 淋 的 診 断 卜病 理

的所 見 トル閣 係

録 【第10巻

MawriceLewison,EllisB.Freilich

&OscarB.Ragins

臨1休的 ニ結 核 ト診 噺 セ ラ レ タルレ屍 膿804例 ニ 就 テ結

核 ノ病 理 的 愛 化 ニ就 テ調 査 セ リ、 此 中89例 ・・剖 見 ニ

テ結 核 ノ存 在 ヲ 謹 明 セ ザ リキ｡結 核 ノ種 々 ノ型 ノ頻

度 二就 テ註 ヲ附 シタ ル モ詳 細 ・・更 ニ報 告 ス ベ シ｡

(矢 部 抄)

白 血球 ニ ヨル結 核菌 ル喰 菌 作 用 二就 テ

MavBorvuistandCharlotteRowe.

軍 核細 胞 及 ビ 巨 大 細 胞 ・・密 度 ニ於 テ 差 異 ヲ示 シ、 軍

核 細 胞 ・・脆 ク、 分 解 シ 易 ク、 巨大 細 胞 ・・コ レニ 比 シ

抵 抗 弧 ク、 粘 氣 ヲ有 ン 彊 力 ヲ有 ス｡購 核 細 胞 、 巨大

細 胞 及 ピ コ レニ 加 ヘ ラ レタ ルレ結 核 菌 ノ・、(1)4s面 標

本 二、 中性 赤 ヲ加 ヘ タ ルレモ ノ、 及 ビ 無染 色 ノ 儘iニテ

2乃 至11時 間 概 ・:1シ、(2)懸 垂 培 養 ニ使 用 セ ルレ細 胞

及 ビ細 菌 ヲ固 定 シ、 染 色 標 本 ヲ作 り研 究 セ リ｡

軍 核 細 胞 、 巨 大 細 胞 、 及 表 皮様 細 胞 及 ビ 注 射 セ ラ レ

タ ルレ結 核菌 ノ・、 結 核 動 物 ノ 肺 組 織 及 ビ腹 腔 液 ヨ リ探

取 ン染 色 セ リ｡如 斯 シ テ 研 究 セ ルレ結 果 コ ノ實 験 ニ使

用 セルレ牛型 菌 ・・何 レ ノ細 胞 ニ コ リテ モ、 破 屡 セ ラ レ、

細 胞 内 ニ存 ス菌 ・・中性 赤 ニ染 色 セ ブご叉 分 解 セ ラ レズ｡

表 皮様 細 胞 ・・他 ノ細 胞 ニ比 シ 結 核 菌 ヲ 多 ク 喰 菌 ス ルレ

モ是 等 ・菌 ノ多 ワ ハ細 胞 内 ニ テ 攣 性 ヲ 示 サ ズ｡コ ノ

實 験 ノ・表皮 様 細 胞 が ソ ノ中 二 喰 菌 セ ラ レタ ルレ菌 ノ壇

殖 ヨ リモ長 壽 ナ ルレベ キ コ トヲ暗 示 ス｡父 矢 部抄)

結 核 患 者 二於 ケ ル尿 酸 度 ニ就 テ

K.LucilleMccluskey,

重 症 ナ ラ ザルレ肺 結 核 患 菅ニ於 テ 夜 尿 ノ・特 ニ正 常 ヨ リ

モ尿 ノ酸 度PHニ 於 テ測 定 セ ルレニ 高 シ｡重 症 者 ニ 於

テ ノ・1ア ンモ ニ ア」ノ培 量 ニ ヨソ テ、 滴 定 酸 度 ヲ減 少

シ、 遊 離 水 素 「イ オ ンJノ 減 少 ヲ示 ス モ ノ トス｡
「〃 レア チ ニ ン

1及 ビ 「ク レア チ ニ ン」係 数 ハ 正 常 ヨ リ

病 氣 ノ 程 度進 ムニ從 ツ テ 減 少 ス｡正 常 者及 ビ患 者 ノ

3分 ノ2ニ 於 テ 「ク レア チ ニ ン」 ノ排 出 ノ・夜 間 ニ於 テ

多 量 ナ リ｡正 ク レア チ ン」・・「ク レア チ ニ ソ」曲 線 ニ從

ヒ病 症 ノ進 行 ニ從 ツ テ減 少 ス｡

「ア ンモ ニ ア」排 出 ・・輕 症 ニ 於 テ 減 少 シ重 症 二於 テ壇

加 ス・ 無機 酸 ノ 排 出 ハ 夜間 ニ増llロス、 有 機 酸 ノ排 出

ハ書 間 ニ 多 キ モ 不定 ナ リ｡無 機 酸 ノ排 出 ハ 有 機 酸 ノ

排 出 ヨ リ 僅 二 多 シ｡全 酸 度 ノ・0・1Nニ 就 テ 正 常・900

c・cニ封 シ テ重 症 ニテ500cqナ リ｡

結 核 ノ・高 度 ナ ラ ズ、 僅 ニ「ア チ ドー ジ ス」ヲ示 ス｡

璽 基 ヲ生 ズペ キ食 餌 ノ・コ ノ 「ア チ ドー ジス」 ノ高 マ リ

ニ封 シ テ保 護 ス ベ シ.(矢 部抄)
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會報 酋雑報

山 田 時 彦

開 城 磐 院

〇十 二月中新 入會者

名古屋市中匠朝日町3、 森田病院 亭 澤 三 郎

朝鮮京畿道立 箭 頭 正 男

次記會員 ノ計報ニ接ス、謹 ンデ弔意々表ス｡

川 井 清 輝

O會 員之卦

近 藤 喜久雄

石川縣羽咋郡弓ヨ咋町26

奉天、1昭7」洲讐科大學、微生物學教室

○ 原 著 掲 載 規 定 攣 更

本年登行第10巻 第1號 ヨリ9「ポイント」活字二段組 以テ巻末 ヲ注意セラレタン｡

トスルレ事 トナリタルレタメ原著掲載規定 ヲ攣更セルレヲ




